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消防団ラッパ隊を編成

　本田∫）．）で肖i笏「司君こ一ラ・ノ隊＿カミ

誕生し、今年の始め式て初めての

演秦を見事に扱露しました。

　この；ラ　ハ隊は、団員の十日の

高揚を目的として昨年6月に編威

され、荒砂建一隊長をはしめ、各

部から選び抜かれた15名の隊員て

構成、都域陸上自衛隊ての合循訓

練を皮切うに毎週木曜日の夜、中

央公民館て訓練したほか、川原や

原蜀なこて各自か練習を重ねた努

力か実って晴れの舞台，こ華を添え

る演交となったものてす。

　以下、隊員氏名（　）は所属部

　荒砂建一（本）岩崎寿男（本）

里木孝列（本）直野和志k本）脇

甲幸之（1）里木一美（3）寺原

泰三（4）山口習（5）矢野末路、

（5）福谷集（8）吉印憲三（10）

苧野新平（11）山本建男（11）

起き出でて戸を繰れば瀬ゴひかり居り
昭和53年 2月号第520号

冬の朝日のナふれる峡に 牧水

発行東郷町役場・編集企画開発課
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回報とうこう

健全な青少年の育成を

　
「
、
宮
崎
県
に
お
け
る
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
な
い
、
本
町
に
お
い
て
も

健
全
な
青
少
年
の
育
成
運
動
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
あ
す
の
郷
土
を
き
ず
き
次
代
の
日
本

を
に
な
う
青
少
年
を
す
ご
や
か
に
育
で

る
こ
と
は
国
民
的
課
題
で
す
。

　
し
か
し
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会

環
境
、
家
庭
環
境
は
経
済
成
長
と
と
も

に
大
き
く
変
革
し
、
好
ま
し
い
状
態
で

は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
青
少

年
の
非
行
事
件
も
増
加
し
、
そ
の
う
え

低
年
化
の
傾
向
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

／1＼

　　　　　　ノ

ρ等淘。
　　　ノ＝h　卦’
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5

5
G

　
ま
た
、
昨
年
県
内
に
発
生
し
た
女
．
子

高
校
生
の
非
行
事
件
は
県
民
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
ま
し
た
が
、
こ
の
事

態
を
重
視
し
た
県
で
は
早
速
こ
れ
に
対

応
し
て
昨
年
七
月
、
　
「
宮
崎
県
に
お
け

る
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条

例
」
を
公
布
し
十
二
月
に
施
行
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
条
例
を
制
定
し

た
だ
け
て
非
行
が
な
く
な
り
青
少
年
の

健
全
育
成
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

、

大
人
の
自
覚
を
基
本

こ
の
条
例
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育

））、

＼

　
，
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憂
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．
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／
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＼
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／

域
と
保
護
を
目
的
と
し
て
制
定
・
剛
・
、
れ
た

も
の
で
、
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る

た
め
の
県
の
施
策
、
書
店
や
映
画
館
な

ど
の
関
係
業
者
の
自
主
規
制
、
さ
ら
に

育
少
年
の
健
全
な
成
長
を
阻
害
す
る
大

人
の
行
為
の
規
制
な
ど
が
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
、
．
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
条

例
は
育
成
者
と
し
て
の
大
人
の
自
覚
を

促
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
、
青

少
年
に
対
し
て
制
約
を
加
え
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
，

　
条
例
は
、
前
文
と
第
一
章
か
ら
第
七

章
ま
で
全
文
三
十
一
条
で
構
成
さ
れ
、

特
色
と
し
て
、
違
反
し
た
者
は
六
ケ
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
青
少
年
に
対

し
て
は
適
用
き
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
条
例
が
そ
の
目
的
に
そ

っ
て
十
分
な
効
果
を
あ
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
関
係
業
者
を
は
じ
め
県
民
す
べ

て
の
人
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
機
会
に
条
例
内
容
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

組
合
ご
と
に
県
広
報
紙
「
青
少
年
み
や

ぎ
き
」
特
集
号
を
配
付
し
ま
し
た
。

ま
す
家
庭
か
ら

　
条
例
で
は
、
煮
一
4
少
年
の
健
全
な
育
成

に
関
し
て
家
庭
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
日
と
し
て

毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
間
の
心

の
交
流
を
深
め
て
相
互
理
解
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
単
に
自
分
の

子
に
だ
痔
．
．
愛
情
を
注
ぐ
の
で
は
な
く
、

親
の
な
い
子
、
家
庭
を
遠
く
離
れ
て
い

る
青
少
年
な
ど
に
冠
し
て
も
家
庭
の
雰

囲
気
を
分
か
ち
与
え
、
地
域
社
会
全
休

と
し
て
青
少
年
を
あ
た
た
か
く
包
ん
で

い
｝
．
、
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
第
三
日
曜
日
ゼ
け
で
な
く
毎

日
が
「
，
家
庭
の
日
」
に
な
る
こ
と
が
理

想
で
す
。う

ち
の
子
に
限
っ
て

　
最
近
の
少
年
非
行
は
、
女
子
の
増
加

、
年
令
の
低
下
、
遊
び
型
非
行
の
増
加

の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
．
、

　
ひ
と
昔
前
の
見
る
か
ら
に
不
良
少
年

と
い
う
タ
イ
プ
は
少
な
く
な
り
、
外
見

士
は
全
く
一
般
の
少
年
と
変
ら
な
い
者

が
非
行
に
走
っ
て
い
る
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
少
年
は
人
格
形
成
の
途
上
に
あ
り
、

非
常
に
精
神
的
に
不
安
定
な
状
態
に
あ

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
良

い
方
に
も
悪
い
方
に
も
容
易
に
傾
き
ま

す
。
　
保
護
者
は
「
う
ち
の
子
に
限
っ

て
…
」
と
い
う
過
信
を
や
め
て
、
子
供

た
ち
の
小
さ
な
変
化
に
も
心
を
配
る
こ

と
が
大
切
で
す
．
、

　
ま
た
、
少
年
は
極
め
て
柔
軟
性
に
富

ん
で
い
ま
す
か
ら
、
仮
に
非
行
に
走
っ

た
場
合
で
も
、
更
生
さ
せ
る
こ
と
は
大

人
に
比
べ
は
る
か
に
容
易
で
す
。

　
「
，
無
関
心
」
　
「
無
関
係
」
が
一
番
危

険
で
す
。
み
ん
も
、
6
が
自
分
の
子
だ
と
い

う
気
持
で
青
少
年
の
健
全
育
成
運
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

町報とうこう紛

稲
作
転
換
の

お
ね
が
い

　
米
の
生
産
調
整
は
昭
和
四
十
六
年
度

か
ら
実
施
山
・
・
れ
、
そ
の
後
、
水
田
総
合

利
用
対
策
な
ど
の
名
称
の
も
と
に
米
の

過
剰
在
庫
量
の
調
整
の
た
め
生
産
の
調

整
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
あ
が
ら
な
い

ま
ま
年
々
古
米
、
古
々
米
の
在
庫
は
増

え
る
一
万
で
、
昭
和
五
十
二
年
度
末
の

最
終
収
穫
量
は
＝
二
〇
九
万
五
千
ト
ン

と
い
う
平
年
作
を
六
三
万
七
千
ト
ン
も

上
ま
わ
る
豊
作
で
過
剰
米
は
つ
の
る
ば

か
り
。
　
昨
年
十
月
末
で
四
五
〇
万
ト

ン
を
、
五
十
二
年
豊
作
で
さ
ら
に
五
（
〕

、
）
万
ト
ン
の
過
剰
数
量
が
見
込
ま
れ
る

状
況
で
す
。

そ
の
原
因
は

1
、
米
作
志
向
に
よ
る
生
産
の
拡
大
に

　
よ
る
も
の

　
7
，
・
こ
れ
ま
で
の
転
作
推
進
に
よ
る
生

　
　
産
調
整
の
結
果
で
も
現
在
の
潜
在

　
　
生
産
量
は
一
三
四
〇
万
ト
ン
と
推

　
　
定
さ
れ
る

2
、
消
費
量
の
減
少
に
よ
る
も
の

　
＼
昭
和
三
十
七
年
～
三
十
八
年
頃
ぽ

　
　
総
消
費
量
が
一
三
四
〇
万
ト
ン
前

　
　
後
で
不
足
ぎ
み
で
あ
っ
た
も
の
が

　
▽
昭
和
四
十
四
年
～
四
十
五
年
頃
（

　
最
初
に
米
の
過
剰
が
問
題
に
な
つ

　
　
た
年
）
総
消
費
量
が
［
二
〔
×
〕
万

　
　
ト
ン
に
減
少

　
、
き
ら
に
最
近
で
は
、
総
消
費
量
が

　
　
一
一
七
〇
万
ト
ン
程
度
に
な
っ
た

　
　
　
こ
の
間
の
国
内
消
費
人
［
は
、

　
　
ヨ
孟
％
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
に
も

　
　
か
か
わ
ら
ず
消
費
量
は
減
少
し
て

　
　
い
る

　
一
／
一
人
当
り
の
年
間
消
費
量
は

　
　
昭
相
三
十
七
～
三
十
八
年
頃
は

　
　
　
　
　
　
　
一
一
ヒ
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
昭
和
四
十
五
年
頃
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
最
，
近
て
は
　
　
八
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
と
昭
和
三
十
七
年
当
時
に
比
く
、

　
　
三
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
・
も
減
少
し
て
い

　
　
ま
す
．
一

3
、
こ
の
よ
う
に
消
費
の
減
退
は

　
「
「
・
わ
が
国
の
一
亜
目
経
済
成
長
期
で
の

　
　
食
生
活
の
高
度
化
の
結
果
で
あ
り

　
▽
植
物
性
蛋
白
質
か
ら
動
物
性
蚕
臼

　
　
暫
へ
へ
の
転
換
に
伸
比
っ
て
、
米
食
か

　
　
ら
ヘ
ン
、
め
ん
類
に
移
行
し
た

対
策
と
し
て

　
こ
の
よ
う
な
現
況
下
に
あ
っ
て
、
農

家
に
と
っ
て
は
米
作
に
定
着
し
た
今
日

で
す
が
、
政
府
の
施
策
は
米
の
過
剰
に
．

対
す
る
短
期
対
策
の
仕
組
み
で
は
な
く

園
民
一
の
食
生
活
の
基
本
で
あ
る
米
食
の

見
直
し
、
消
費
拡
大
を
ほ
か
る
と
と
も

に
、
水
田
の
高
い
生
産
力
を
十
分
に
活

用
し
た
米
以
外
の
食
用
農
産
物
の
生
産

拡
大
を
は
か
り
、
総
合
的
な
自
給
力
を

強
化
す
る
よ
う
長
期
的
視
点
に
た
っ
て

こ
の
対
策
が
打
出
き
れ
た
も
の
で
す
．

　
農
家
の
か
た
に
と
っ
て
納
得
で
｝
、
－
な

い
点
も
あ
る
と
志
ま
す
が
、
奈
，
後
の
経

営
の
方
向
に
つ
い
て
十
分
研
究
し
農
用

地
の
高
度
利
用
を
は
か
っ
て
転
作
推
進

に
ご
協
力
く
．
だ
ン
・
、
い
。

稲
作
転
換
の
あ
ら
ま
し

1
、
実
施
期
間

　
　
お
お
む
ね
、
十
年
間
の
対
策
で
す

　
が
、
》
・
、
し
あ
た
り
第
｛
期
と
し
て
昭

　
和
五
十
三
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
の

　
三
年
周
と
な
r
、
て
い
ま
す
一

2
、
転
作
目
標
面
積
と
政
府
売
渡
し
米

　
限
度
数
量

　
　
本
町
の
転
作
目
標
面
積
は
五
五
診

　
で
、
こ
れ
に
伴
い
政
府
売
渡
し
限
度

　
数
冠
は
五
五
六
ト
ン
と
な
り
昨
年
よ

　
密
約
五
↑
ト
ン
（
一
六
六
六
袋
／
一
．
、

　
・
キ
ロ
ト
）
減
少
し
ま
す
．

3
、
奨
励
補
助
金
の
種
類

　
ゆ
転
作
奨
励
補
助
金

　
　
　
栽
培
期
間
が
水
稲
の
栽
培
期
間

　
　
と
お
お
む
ね
一
ケ
月
以
ヒ
重
複
す

　
　
る
稲
以
外
の
作
物
を
作
っ
た
場
合

　
　
　
た
だ
し
、
麦
は
重
複
し
な
く
て

　
　
も
七
い
こ
と
に
な
r
．
て
い
ま
す
、

　
　
ま
た
、
果
樹
は
五
十
三
年
の
十
↓

　
　
月
三
十
日
目
で
に
植
栽
す
れ
ば
か

　
。
ま
い
ま
せ
ん
一

　
　
さ
ら
に
、
農
業
用
生
産
施
設
も

　
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
．

②
管
理
転
作
奨
励
補
助
金

　
　
自
分
で
は
転
作
で
き
な
い
人
は

　
農
協
に
預
託
し
転
作
、
管
理
す
る

　
方
法
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
農
協
に
枳
談
し
て
く

だ
ル
・
、
い
）

三
十
二
改
良
通
年
施
行
補
助
金

　
　
　
ほ
場
整
備
等
を
す
る
た
め
稲
が

　
　
作
付
け
で
き
な
い
水
田
で
す
が
、

　
　
現
存
、
本
町
は
該
当
あ
り
ま
せ
ん

4
、
補
助
金
の
額
（
十
ツ
ー
ウ
当
，
り
）

ω
転
作
奨
励
補
助
令

忘
れ
な
い
で

丁
特
定
作
物

　
大
豆
、
麦
、
そ
ぼ
、
飼
料
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
四
万
五
干
円

藷
永
年
性
作
物

　
果
樹
、
そ
の
他
木
本
性
の
作
物

　
　
　
　
　
　
　
四
万
五
干
円

三
二
般
作
物
等

　
　
T
、
パ
2
．
以
外
の
対
象
作
物
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

吻
管
理
転
作
奨
励
補
助
金
　
三
万
円

的
土
地
改
良
通
年
施
行
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
味
課
）

曳
　
　
　
　
　
　
【

・

軽
自
動
車
の
廃
車
届

　
原
動
機
付
自
転
車
（
バ
で
ク
）
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪

の
小
型
自
動
申
を
所
有
す
る
人
か
ら
は

「
軽
自
動
車
税
」
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
四
月
一

日
で
す
が
1
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、

建
農
耕
作
業
用
自
動
車
以
外
の
小
型
特

殊
自
動
車
、
㊤
二
輪
の
小
型
自
動
車
に

つ
い
て
は
、
四
月
一
日
以
後
に
納
税
義

務
が
発
生
し
た
と
・
’
、
．
ば
、
そ
の
翌
月
か

ら
月
割
で
軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た

だ
｝
、
」
ま
す
。

　
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
軽
自
動
車
な

ど
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、
売
買
し
た

場
合
に
、
廃
隼
や
名
義
変
更
の
手
続
き

を
と
渦
．
て
い
な
い
人
が
あ
り
ま
す
、
、
こ

れ
ら
の
人
は
、
必
要
な
手
続
き
を
と
ら

な
い
限
り
前
の
持
主
に
対
し
て
税
金
が

か
か
り
ま
す
一
、

　
現
在
使
っ
て
い
な
い
軽
自
動
車
な
ど

の
あ
る
人
は
、
早
目
に
手
続
き
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
、
．
と
く
に
、
バ
イ
ク
や
耕

う
ん
機
に
つ
い
て
は
、
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
廃
建
「
の
手
続
｝
、
－
が
な
い
と
、
昭

和
五
十
三
年
度
も
軽
自
動
車
税
が
か
か

り
ま
す
の
’
．
」
ご
注
意
く
だ
き
い
、
．

　
き
ら
に
く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は
、

税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）
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「駒噂’

　
町
教
育
委
員
会
が
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
調
査
し
た
昭
和
五
十
＝
．
年
度

に
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児
は

次
の
と
お
り
て
す
。
　
（
昭
和
五
十
二
年

十
二
月
二
十
五
日
調
査
）

　
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
ま
て

こ
生
ま
れ
た
幼
児
で
す
．
、

　
な
お
、
こ
こ
に
名
前
か
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
人
は
二
月
十
日
ま
て
に
保
護
者

か
直
接
ま
た
は
電
話
て
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
面
し
出
て
く
み
～
・
㌔
い
。

　
▼
寺
迫
小
▲
　
十
名

　
海
野
綾
（
清
文
長
女
）
新
名
直
美
（

実
長
女
）
田
代
か
わ
う
（
正
純
長
女
）

川
野
智
（
勝
義
二
男
）
橋
口
美
紀
（
忠

之
長
女
）
黒
木
貴
美
子
（
秀
貴
長
女
）

黒
木
松
男
（
俊
保
長
男
）
野
崎
伸
治
（

靖
洋
長
男
）
黒
木
美
幸
（
幸
男
長
女
）

川
野
奈
美
（
幸
男
二
女
）

▼
美
々
津
小
田
の
原
分
校
▲
　
一
名

　
引
、
木
勝
久
（
勝
四
男
）

▼
福
引
小
▲
　
十
七
名

　
田
中
恵
芙
（
勝
美
長
女
）
宮
本
頼
枝

（
喜
由
二
女
）
中
野
生
津
美
（
接
．
夫
二

男
）
長
渡
．
小
（
教
男
二
男
）
海
野
晃
玄

（
茂
長
男
）
森
西
初
儀
（
実
長
男
）
長

池
和
幸
（
国
男
長
男
）
海
野
裕
己
」
（
五

三
一
．
一
女
）
田
辺
英
樹
（
喜
広
二
男
）
甲

木
由
」
美
了
（
勝
国
四
女
）
野
別
昭
了
（

善
昭
三
女
）
谷
口
貞
美
（
将
成
艮
女
）

高
尾
久
美
伏
（
国
義
長
女
）
高
藤
早
苗

（
伴
已
二
女
）
岩
本
ム
美
（
義
広
長
女

）
山
田
直
人
（
京
子
長
男
）
川
越
優
子

（
文
男
長
女
）

▼
東
郷
小
▲
　
四
↓
三
名

　
橋
口
年
光
（
初
美
長
男
）
畝
原
康
浩

（
孝
純
長
男
）
長
田
洋
二
（
忠
長
男
）

村
田
晴
美
（
定
久
長
女
）
里
、
木
雅
志
（

昭
幸
長
男
）
男
本
文
也
（
三
郎
長
男
）

矢
野
貴
之
（
丈
夫
長
男
）
黒
木
義
人
（

里
美
長
男
）
小
田
貴
広
（
裕
三
長
男
）

谷
本
菊
美
（
秀
男
二
女
）
高
嶋
和
彦
（

謙
一
長
男
）
永
柳
充
恵
（
玉
代
長
女
）

佐
藤
涼
子
（
義
昭
長
女
）
甲
斐
目
明
（

勝
男
二
男
）
里
、
木
初
子
（
勝
己
長
反
）

田
中
美
香
（
勝
義
長
女
）
伊
藤
麗
子
（

征
男
三
女
）
林
美
矢
子
（
朝
夫
一
．
女
）

塩
月
修
（
光
露
養
子
）
中
森
肖
也
（
哲

男
二
男
）
菊
池
理
砂
（
敏
光
長
女
）
平

野
健
児
（
降
長
男
）
森
田
敏
勝
（
隆
雄

長
男
）
田
辺
研
一
（
伊
三
郎
二
男
）
寺

田
仁
美
（
紋
太
郎
］
．
一
女
）
中
竹
浩
司
（

貞
敏
長
男
）
里
、
木
貞
二
（
止
行
二
男
）

佐
藤
康
彦
（
久
男
長
男
）
黒
木
由
美
（

勝
長
女
）
黒
木
亜
紀
子
（
文
雄
二
女
）

佐
藤
喜
一
郎
（
直
行
長
男
）
余
須
局
行

（
広
行
二
男
）
田
原
一
広
（
降
義
長
男

）
高
原
盛
行
（
常
光
長
男
）
長
渡
牧
子

（
繁
実
長
女
）
酒
水
純
子
（
艮
幸
三
友

）
日
吉
由
紀
美
（
広
美
二
女
）
沖
田
光

太
郎
（
征
郎
長
男
）
寺
原
博
子
（
昌
平

二
女
）
里
木
洋
（
英
遠
長
男
）
中
野
隆

（
勝
二
男
）
桑
原
利
愈
（
貞
信
二
女
）

山
口
健
一
（
玉
婚
二
男
）

▼
坪
谷
小
▲
　
f
血
名

　
荒
砂
二
伸
（
建
一
長
男
）
幽
井
孜
（

兼
一
長
男
）
三
門
y
人
樹
へ
我
弘
長
な
）

大
石
敏
幸
、
敏
夫
長
男
）
矢
野
節
．
上
（

茂
美
工
女
）
福
田
書
意
（
雅
則
長
女
）

吉
田
盆
景
（
里
一
長
男
）
片
江
真
由
了

（
功
長
女
）
阿
万
・
、
し
ふ
み
（
貞
男
三
な

）
山
本
良
二
二
正
二
男
）
三
浦
岳
史

（
正
教
長
男
）
井
伊
史
彦
（
正
信
二
男

）
里
本
松
田
（
正
一
長
男
）
矢
野
誠
彦

（
周
二
男
）
田
中
寛
哲
へ
尚
武
長
男
㌧

▼
越
表
小
▲
　
一
名

　
菊
池
順
二
（
哲
夫
二
男
）

入
学
前
の
健
康
診
断

　
駒
教
倉
委
「
貝
会
て
は
、
こ
の
四
月
か

ら
小
学
校
に
入
諾
す
る
幼
児
を
対
象
に

次
の
日
程
て
知
能
検
査
、
内
科
検
診
を

行
な
い
ま
す
の
て
保
護
耳
付
｝
．
湊
い
の

う
え
必
ず
受
検
し
て
く
た
き
い

　
知
能
検
査
、
内
張
検
診
の
時
間
に
つ

い
て
は
、
後
日
各
学
校
か
ら
岨
絡
か
あ

コ
ま
す
の
て
申
し
オ
え
ま
す
．

マ
・
干
害
小

▽
福
瀬
見

ワ
東
郷
小

▽
坪
谷
小

v
雲
表
小

一
月
十
五
日
（
衣
）

二
月
十
六
日
（
木
）

二
月
・
］
七
日
（
金
）

二
月
二
十
一
日
（
火
）

二
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
堂
　
　
牧
水
先
生
の

一瞭
健
海
は
火
野
栄
吉
の
養
女
カ
メ
と

奪
・
て
立
蔵
・
純
・
の
二
人
無

点の

q
か
生
れ
二
人
共
医
者
に
し
ま
し

ヤ
て
、
長
男
曲
調
か
父
の
後
を
継
ぎ
弟

｝
の
引
剥
は
山
陰
（
現
在
三
尾
氏
の
置

け

へ
所
）
て
開
業
し
ま
し
た
．

一
　
差
置
先
登
は
「
思
い
出
の
記
」
の

｛
中
て
父
ソ
戚
の
こ
と
を
次
の
よ
う
二

～記赶
ﾖ
ぼ
人
て
は
な
か

“つ

ｽ
る
つ
か
、
ま
た
凡
庸
の
徒
で
は

｛
な
か
っ
た
　
熊
本
や
大
阪
て
修
行
し

｛
て
着
く
か
ら
医
者
と
な
っ
て
い
た
．

千
そ
の
道
の
技
能
は
村
ば
か
）
て
な

Ψ
〈
、
近
郷
の
者
を
心
服
せ
し
む
る
に

中
充
分
て
あ
っ
た
、
一
点
の
邪
気
を
持

難
壁
鑓
黙
二

一
た　

そ
し
て
郵
書
か
を
空
想
す
る
事

炉
を
止
め
ぬ
小
さ
な
野
心
家
て
あ
っ

ひ

〔
た
．
医
者
を
業
と
し
て
い
な
が
ら
、

｝
多
く
は
自
宅
に
落
ち
着
か
ず
、
何
か

へ
彼
か
質
業
と
い
う
様
な
こ
と
を
空
想

『
て
飛
び
歩
い
て
い
た
そ
の
周
囲

ハに

ﾍ
必
ず
謹
湧
徒
が
食
っ
着
い

・
て
い
た
の
で
あ
る
、
祖
父
の
没
後
幾

ヘ

ア
何
も
経
た
な
い
う
ち
に
美
く
し
尽
し

〉
て
し
ま
っ
た
L

ゾ
　
」
y
蕨
は
二
十
一
の
秋
に
マ
キ
と
結

　

や
婚
し
ま
し
た
　
マ
キ
は
当
時
十
八
才

｝
て
生
れ
ば
延
岡
、
父
は
延
岡
藩
士
で

“
、　

そ
の
頃
は
坪
谷
か
ら
約
八
キ
ロ
ば

中

一
－
f
　
　
－
　
　
k
一
　
‘
1
ー
ー
「
　
r
～
　
し
」
～
　
く
　
　
、
　
2
　
　
凡
　
し
を
　
　
一

生
涯
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
か
、
り
奥
の
「
流
さ
れ
」
　
（
南
郷
村
）
ヂ

　
の
番
所
に
勤
め
て
い
ま
し
た
．
、

の
諜
駐
糠
星
爵
駕
琵

辮
撲
鐡

み
て
若
か
r
た
）
か
の
時
そ
の
父
の

縄
議
副
鰹
鳥
皇
暫
　

獣
滋
藤
緊
騰

鯉
幽
爆
睡
議

無
難
麺

綴
盤
溝
襲

、
－
制
目
桜
と
呼
ば
れ
て
い
る
八
重
桜
　

　
は
私
の
家
の
こ
の
三
本
だ
け
て
、
他
ア

賑
綾
鏑
謬
豫
蕪
　

す
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
一

＼1／

≧φミ：
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出
稼
ぎ
労
働
者

巡
回
相
談

　
県
て
は
、
出
稼
ぎ
に
行
く
人
の
安
全

就
労
を
は
か
う
、
あ
わ
せ
て
留
守
を
あ

ず
か
る
家
族
か
か
か
え
て
い
る
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
ご
と
の
解
決
の
た
め
、
一
月

か
ら
三
月
ま
て
を
［
出
稼
ぎ
労
働
者
安

全
就
労
強
化
運
動
期
間
」
と
し
て
、
出

稼
y
・
・
に
関
す
る
一
切
の
相
談
に
応
し
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
こ
の
運
動
は
、
出
稼
ぎ
に
行
く
人
が

安
心
し
て
仕
事
に
就
く
こ
と
か
て
き
る

よ
う
、
ま
た
留
守
家
族
か
安
心
し
て
こ

主
人
や
子
供
さ
ん
た
ち
を
送
り
出
す
こ

と
か
て
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
実
施
す

る
も
の
て
す

　
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と

お
・
）
巡
回
相
談
か
行
な
わ
れ
ま
す
の
で

関
係
者
は
是
非
こ
利
用
く
た
さ
い
．

　
▽
日
時
　
2
月
2
0
日
　
1
0
時
～
1
4
時

　
▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

　
ま
た
、
こ
の
運
動
期
間
中
、
公
共
職

業
安
定
所
は
い
っ
て
も
相
談
で
き
ま
す

の
て
、
本
人
、
家
族
と
も
と
も
お
気
軽

る
に
こ
利
用
く
だ
き
い
．

出
稼
ぎ
は
届
け
出
て

　
出
稼
ぎ
に
行
く
と
き
は
必
ず
公
共
職

業
安
定
所
か
役
場
に
届
け
て
か
ら
出
か

け
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
好
都
合
で
は
ハ
、
5

い
で
し
ょ
う
か
。

　
安
定
所
で
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
決

め
て
か
ら
行
く
と
安
心
て
す
し
、
万
〔

の
場
合
早
く
解
決
で
玉
、
・
ま
す

　
さ
ら
に
出
稼
ぎ
援
護
協
会
に
加
入
し

「
出
稼
ぎ
労
働
者
手
帳
」
を
も
・
？
．
て

し
　
リ
　
　
サ
　
じ
　
　
サ
や
　
ゑ
　
く
　
　
　
け
　
ロ
　
ゴ
サ
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
ロ

い
γ
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

””　

{
町
に
私
た
ち
の
遠
い
祖
先
か
β

”
・
け
つ
い
ハ
福
の
は
、
　
約
パ
千
体
＋
子
つ
、
川
の

（

、
こ
と
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

“
　
こ
の
長
い
歳
月
の
間
私
た
ち
の
祖

、
先
は
三
々
孫
々
栢
継
い
て
、
山
野
を

（
拓
き
、
道
を
言
う
、
産
業
を
興
し
、

“
文
化
を
進
め
て
今
日
の
私
た
ち
の
郷

タ

戸
士
東
郷
町
を
打
ち
た
て
ま
し
た

（
　
こ
の
祖
先
先
輩
の
歩
い
た
総
、
て

へ
の
足
跡
を
記
録
し
た
の
か
「
東
罪
剛

へ
誌
」
て
す

爪
本
町
は
・
昭
和
三
＋
年
と
昭
和
四

（
汗
二
年
δ
二
回
、
　
「
東
疵
村
誌
」
を

の
刊
行
し
ま
し
た
か
、
そ
の
後
町
の
新

，
し
い
歩
み
も
あ
〕
、
歴
史
の
事
実
も

“
発
見
き
れ
、
石
塔
、
石
仏
、
右
文
潟

〔

．
民
俗
資
料
な
ど
文
化
財
の
調
査
も
終

鳩
っ
て
町
の
全
容
も
確
認
き
れ
ま
し
た

．
ま
た
町
民
の
方
々
か
ら
も
後
側
に
残

轟～◎
9
覧
‘
　
．
9
！
’
。
．
‘
3
駄
イ
　
　
・
、
も
聯
　
　
曳
ζ
◎
9
ζ
ゼ

わ
く
と
、
会
員
が
出
稼
ざ
．
、
曾
て
災
害
な

こ
に
あ
っ
た
と
㍉
・
、
、
つ
㍉
・
・
の
よ
う
な
援

護
か
受
け
ら
れ
ま
す

　
弔
慰
金
（
死
亡
）

　
二
十
五
万
円
（
業
務
卜
）

　
寸
五
万
円
（
業
務
外
）

一
、
見
舞
金

　
二
万
円
～
十
三
万
円

　
賃
金
不
払
い
の
一
時
）
替
え
（
賃
ム
．

の
一
溺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

‘

し
　
O
喚

町
誌
の
頒
布
に
つ
い
て

」♂塾グ

｝
、
㌔
な
†
れ
ば
な
ら
な
い
数
々
6
記
録
Q

の
希
望
も
あ
り
ま
し
た
の
げ
、
、
町
制
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

施
行
イ
周
年
を
記
念
し
て
第
三
回
目
一

の
町
誌
編
集
を
企
画
し
て
、
一
昨
任
．

か
ら
」
1
五
名
の
編
集
委
員
か
鋭
意
編
・

集
に
当
っ
て
い
ま
す
・
　
　
り

　
町
誌
か
「
温
故
知
新
」
の
重
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

資
料
て
あ
る
こ
と
ば
言
う
ま
で
も
な

く
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
教
青
に
略

ナ
」
落
車
な
教
杢
、
あ
．
。
こ
と
か
、
。
ム
7
》

回
は
特
に
実
費
て
頒
布
す
る
こ
と
に
｝

し
ま
し
た
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
も
ち
ろ
ん
「
非
売
品
一
て
す
か
ら
り

希
望
者
の
み
頒
布
し
ま
す
か
、
本
町
”

に
縁
の
あ
る
方
々
に
も
お
す
す
め
を
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

お
願
い
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
．

日
区
長
き
ん
、
町
芝
を
通
し
て
お
知
♂

ら
せ
し
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
（
町
誌
編
集
委
員
会
）
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

♂
　
6
・
　
甲
硬
‘
、
　
●
9
　
し
　
監
　
　
　
ζ
　
f
　
◆
　
9
　
　

　
．
　
曾
．
　
’
「
，

東郷病院前の

三晃郭者行歩

成ウ兀
　
ラカ路道

　
東
郷
病
院
前
の
自
転
車
と
歩
行
者
の

専
用
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
．

　
昨
年
の
四
月
号
て
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
か
、
国
道
三
二
七
号
線
、
東
郷
病

院
前
約
三
〇
こ
、
の
直
線
道
路
は
、
沿

完
　
成
　
後

線
に
東
郷
病
院
、
　
ニ
ノ
ト
工
場
、
バ
ス

停
な
と
の
施
設
が
あ
る
う
え
、
町
営
ク

ラ
ン
ト
の
入
口
も
あ
っ
て
各
種
行
事
の

際
の
人
出
や
、
朝
夕
の
通
学
通
園
児
章

な
と
の
往
来
か
は
げ
し
く
常
に
交
通
事

故
の
危
険
に
山
・
・
ら
き
れ
て
い
ま
し
た

　
こ
の
た
め
、
町
て
は
緊
急
の
問
題
と

し
て
機
会
あ
る
こ
と
に
県
に
対
し
て
歩

行
者
専
用
道
路
の
設
置
を
陳
情
し
つ
づ

け
た
結
果
、
五
十
二
年
度
事
業
と
し
て

自
転
車
と
歩
行
者
の
専
用
道
路
の
設
置

が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
と
完
成
し
た
も

の
て
す
．

　
完
成
し
た
専
用
道
路
は
、
延
長
二
五

（
と
、
幅
員
二
・
五
冒
で
バ
ス
の
停
車

位
置
も
確
保
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
て

の
「
見
遠
し
の
悪
い
危
険
な
道
路
」
の

イ
メ
…
ジ
を
一
新
、
ス
マ
ー
ト
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
専
用
道
路
の
完
成
は
交
通
事
故

の
事
前
防
止
は
も
と
よ
り
、
環
境
美
化

の
面
に
お
い
て
も
立
派
な
も
の
て
あ
る

と
い
え
ま
す

P
多
　
卓
賜

完
　
成
　
前



、
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薬
税
　
…
一
　
鼎

　
　
　
　
．
こ
冒
‘

　
　
　
一
一
　
一
’
「
＝
．
．
二
．

速
撃
蔭
三
選

9
　
「
　
’
　
　
　
　
・
　
一
一
　
9
・

　
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
「
、
町
県
民
税
の
申
告
」
　
｝
、
所
得
税
の
確
定
申

告
」
な
ど
が
実
施
き
れ
ま
す
が
、
申
．
告
も
れ
な
ど
の
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
い
た
だ
く
た
め
今
月
は
こ
れ
ら
を
中
心
に
特
集
し
ま
し
た
。

町
県
民
税
の
申
告

　
今
年
も
町
県
民
税
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
．
．
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同

じ
よ
う
に
町
県
民
税
の
申
告
も
そ
の
年

の
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
、

　
こ
の
申
告
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月

一
日
現
在
本
町
に
住
所
を
有
す
る
人
が

前
年
中
の
所
得
に
つ
い
て
申
告
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
申
告
す
る

所
得
は
昭
和
五
十
二
．
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
得
た
全

て
の
所
得
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
、

　
申
告
の
要
領
に
つ
い
て
は
例
年
の
よ

う
に
、
別
表
日
程
表
の
と
お
り
各
地
区

に
職
員
が
出
張
し
て
申
告
者
と
面
接
し

申
告
書
．
の
受
け
つ
け
に
当
る
こ
と
に
な

’．

ﾄ
い
ま
す
．

　
そ
こ
で
申
告
の
際
に
必
．
要
な
こ
と
や

申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
準
備
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と

申
告
も
簡
逝
に
済
み
ま
す
の
で
、
次
に

掲
げ
る
も
の
を
準
備
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
，

　
な
お
、
所
得
税
の
予
定
者
等
で
税
務

署
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
方
は
各
地
区
で

は
受
け
つ
け
が
困
難
で
す
か
ら
必
ず
定

め
ら
れ
た
日
時
、
場
所
に
お
い
で
い
た

だ
く
よ
う
申
し
添
え
ま
す
。

準
備
す
る
書
類
等

1
所
得
金
の
計
算
書

　
ω
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票

　
ω
営
業
所
得
者
は
仕
入
や
売
上
金
、

　
　
必
要
経
費
な
ど
の
計
算
書

　
働
日
稼
所
待
者
は
就
労
星
取
帳
な
ど

　
ω
上
地
や
山
林
な
ど
の
譲
渡
所
得
．
の

　
　
あ
る
人
は
売
買
契
約
書
な
ど

　
㈲
そ
の
ほ
か
所
得
金
の
計
箪
の
で
｝
、
－

　
　
る
資
料

2
各
種
控
除
金
）
計
管
赴
、

　
ω
生
命
保
険
料
の
払
込
証
明
書
（
郵

　
　
便
蜀
、
農
協
、
各
保
険
会
社
な
ど

　
　
の
発
行
す
る
も
の
）

　
の
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
払
込
証
明

　
　
井

　
㈲
医
療
費
支
払
証
明
書

　
ω
身
依
障
害
者
手
帳
、
障
害
者
手
帳

町県民税申告面接日程表
区　名 組　　　合　　　名 月　・　日 時　・前場　所
鶴野内 区　　　全　　　域 2月20日 9，00～16．00 鶴野内公民館

羽　　坂 ’ノ 21 9．00～16．00 羽　坂　〃

八重原 ！ノ 22 9・30～16・001八鰯1〃

田　　野 ，’ 22
　　　　　19．30～16．00

1田　野　〃

小野田 〃 23 9．00～16．00 町中央公民館

迫野内 ’ノ 24 9．30～16．00 迫野内公民館

ド渡川 ，〆
25 10つ0～12，00 F渡川　〃

坪　　　谷

石　　原・本　　村

ﾔ片笠・瀬　　平
27

9．30～16．00 B　幅　寺

上野原・仲崎・多武の一

s谷原・市谷川崎
28 9，30～16．00 〃

町　　内

S　　　域

国　　税（所得税）

メ@　　業　　　税

3月1日

@～
R月4日

9・・～16・・1，∫、映公贈（4［］は1ZOOまで）1

仲　　深 区　　傘　　域 6 　　　　　1X．30～16．001仲　深公民館

与　　迫

庭　　田・長　　崎

g牟田

7

　　　　　19．30～1　6．oc　l　l延　　昼］　　〃　　　　　1

与　　迫・山のU

氏@　鹿・中　　尾

8 9，30～16．00 与　迫　〃

福　　瀬

上村　・　ド村　。うとぎ

咩c尾・広瀬・島川
9　1 9，30～16，00 福　瀬　〃

仲野原・出　　日 10 9，30～1　6．〔〕O　l　fllf；原　　　〃

越　　表i 区　　　　全　　　域 13　　1 10，00～16．001返表小学校

　
を
受
け
て
い
な
い
ね
た
｝
、
・
り
老
人

　
な
ど
は
民
生
委
員
の
証
明
書

㈲
扶
養
親
族
に
大
学
生
が
い
る
場
合

　
は
五
十
二
年
中
在
学
し
て
い
た
こ

　
と
の
証
明
書
（
給
与
所
得
者
な
ど

　
源
泉
徴
収
で
す
で
に
認
め
ら
れ
て

　
い
る
場
合
は
不
要
）

緬
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

所
得
税
の
確
定
申
告

　
昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
受

け
つ
け
が
始
ま
り
三
月
十
五
日
が
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
，

　
所
得
税
は
、
個
人
が
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
得

た
所
得
に
か
か
る
税
金
で
す
．
．

山
商
売
を
し
て
い
る
人
や
家
賃
、
地
代

　
の
収
入
の
あ
る
人
．
士
爵
を
売
っ
た

　
人
な
ど
で
所
得
の
合
計
額
が
配
偶
者

　
控
除
や
扶
養
者
控
除
な
ど
の
所
得
控

　
除
合
計
額
よ
り
多
い
人
。

㈲
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
以
外
の
所
得

　
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
や
、
給
与

　
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る
人
。

な
ど
一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人
は

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　
所
得
の
計
算
の
仕
方
や
申
告
書
の
書

き
方
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
点
や
、
も
っ

と
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合

除一覧表立
町報とうこう
　　主な所得

（7）

は
、
お
気
軽
に
税
務
署
、
又
は
税
務
相

談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
で
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
い
つ
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
署
の
ほ
か
に
も
、
役
場

や
税
理
士
会
で
も
無
料
で
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
都
合
に
合
せ

て
ご
利
用
く
く
だ
さ
い
。

控 除　　の　種 類．
1

所　　仔　　税 ：ゴf　県 民　税

基 礎　　控 除； 29川1」 20万円

配 偶　　者　控
　
i
除 29万円 20万ilJ

老人配偶者控除 1

35万II」 20川lj

扶 養　　控 除 1
1人　　29万円 1人 19万円

老 人　扶　養　控 除 ：
1人　　35万円 1人 20万円

障 害　者　控
　i

1人　　23万円 1人 18万円

特別障害者控除 1人　　　31万円　　i　　　　　　　… 1人 20万円

老 年　者　控 除；
1

23万円　　1 18万円

か ふ　　控 除 … 23万円　　1 18万円

勤 労　学　生　控 除1 23万円　　　　「 18万円

社会保険料控除1 支払額の全額 支払額の全額
生命保険料控除i（最 高）5万円　　1（最 高） 3万5千円

1（短期最高）　　　3『FPj　　　　I　　　　　　　　　E

一

損害保険料控除 （長期最高）1万5千円　1
一

（合計；艮度）　1万5干円　旨
一

医 療　費　控 除 （最 高）200万円

雑 損　　控 除 被害金額が所得金の丁愉を超えるときその超える部分

所
得
税
確
定
申
告
説
明
会

　
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
に
係
る
所
得

税
の
確
定
申
告
の
要
領
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

毎
年
申
告
さ
れ
る
方
や
、
本
年
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
是
非
出
席

き
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
届
い

て
い
る
方
は
そ
の
用
紙
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
　
二
月
二
十
日
十
一
時
か
ら

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

ヌ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

　
マ
で
ホ
ー
ム
を
新
築
し
た
り
、
建
売

住
宅
を
買
一
．
て
住
む
と
、
税
金
が
返
一
．

て
く
る
と
い
う
は
な
し
を
ご
存
知
で
し

よ
う
か
、
、
こ
れ
は
、
「
住
宅
取
得
控
除
」

と
い
う
制
度
で
、
税
務
署
に
確
定
申
告

を
す
る
と
、
既
に
納
め
て
い
た
税
金
が

返
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
こ
の
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
条
件

が
必
要
で
す
．
．

、
・
納
税
者
が
自
分
で
住
む
た
め
に
、
着

　
工
又
は
購
入
し
た
床
面
積
一
六
五
．
肝

　
以
下
の
新
築
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

。
完
成
後
又
は
購
入
後
、
半
年
以
内
に

　
入
居
し
、
そ
の
年
末
日
ま
で
引
続
き

　
居
住
し
て
い
る
こ
と
．
一

　
以
上
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
る
と

》
．
・
は
、
住
宅
の
床
面
積
三
・
三
．
班
当
り

要
職
、
最
高
三
万
円
ま
で
が
三
年
間
、

既
に
納
め
て
お
ら
れ
る
税
金
の
中
か
ら

毎
年
返
っ
て
き
ま
す
．
．

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
そ

の
年
並
の
所
得
税
の
確
定
宙
告
書
に
、

家
屋
の
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
登

記
簿
騰
本
、
住
民
票
の
写
し
な
”
と
の
書

類
を
添
え
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
，
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
つ

い
て
は
、
三
年
間
の
控
除
期
間
の
う
ち

二
年
目
と
三
年
目
の
控
除
は
、
年
末
調

整
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
つ
く
る

と
か
か
る
税
金
に
「
登
録
免
許
税
」
と

「
不
動
産
取
得
税
」
が
あ
り
ま
す
．
、
土

地
を
買
r
、
た
り
、
家
を
新
築
し
た
と
き

に
登
記
を
し
ま
す
が
、
そ
の
登
記
の
際

に
登
録
免
許
税
が
か
か
り
ま
す
。
自
分

の
住
宅
と
し
て
使
う
こ
と
、
新
築
後
一

年
以
内
の
登
記
で
あ
る
こ
と
等
の
要
件

に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
不
動
産
価
格

の
（
．
、
♂
｛
％
の
税
率
に
な
り
ま
す
．
．
ま

た
、
不
動
産
取
得
税
は
県
税
で
、
不
動

産
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で

す
．
．
税
率
は
、
不
動
産
価
格
の
三
％
で

す
一
．

ニ
セ
税
理
士
に
ご
注
意

　
新
た
に
税
理
士
に
相
談
や
依
頼
を
き

れ
る
と
き
に
、
特
に
注
意
し
て
い
た
ゼ

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
．
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
「
ニ
セ
税
理
士
」
の
甘
言
に

乗
せ
ら
れ
て
、
後
で
「
し
ま
r
．
た
」
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
ゼ

萎
・
・
た
い
こ
と
で
す
。
．

　
税
理
士
は
、
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る

税
務
代
理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
税
理
士
法

と
い
う
法
律
で
一
定
の
資
格
や
要
件
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
納
税
者
の

信
用
を
守
り
、
納
税
道
義
を
高
め
る
よ

う
努
力
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
．
、

　
と
こ
ろ
で
、
確
定
申
告
期
に
な
り
ま

す
と
、
税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
依
頼

す
る
人
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し
て
、
資

格
の
な
い
人
が
税
理
士
業
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
．
．
こ
の
よ
う
な
「
ニ
セ
税

理
士
」
は
法
律
に
違
反
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
納
税
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
国
税
局
、
税
務
署
で
は
、

「
ニ
セ
税
二
十
」
を
厳
し
く
取
締
っ
て

い
ま
す
、
正
規
の
税
理
士
か
ど
う
か
は
、

税
務
署
や
税
理
士
会
に
お
尋
ね
に
な
れ

ば
分
か
り
ま
す
の
で
、
税
金
の
こ
と
に

つ
い
て
依
頼
さ
れ
る
と
き
は
よ
く
確
か

め
て
か
ら
依
頼
す
る
よ
う
に
し
て
く
ゼ

さ
い
。

　
　
　
　
　
（
税
務
署
・
税
務
課
）
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発
　
言
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越
表
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越
表
小

坪
谷
小

坪
谷
小

東
郷
小

東
郷
小

福
瀬
小

福
瀬
小

寺
迫
小

寺
迫
小

越
表
分

級
口
分

坪
谷
中

坪
谷
中

車
郷
中

東
郷
中
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（
発
言
順
）

黒
木
誠
二

河
野
桜
子

清
水
薮
一

那
須
妾
穂
子

黒
木
雄
二

三
原
ゆ
か
り

岩
本
蕉
美
子

川
越
三
紀
子

汐
埜
　
博

黒
木
婁
穂

山
床
下
生

日
高
美
榿
子

若
杉
　
太

那
須
い
つ
子

小
林
宏
司

谷
ロ
多
枝
子

　　　　　ノ　　　，　　　　「’　　一　　
噛，9　」　・’●’

　昨年11月に行な才

れた7子供の声を聞

く会＝については、

一一狽�P2月号でお知

らせしましたが、そ

の発言の内容につい

て今月号と来月号の

2回にわたり特集を

組んでお知らせする

ことにします。

　今月は小学生の分

について掲載しまし

たが、内容は発表原

稚により原文のまま

掲載しました。

こ
ん
な
人
．
に
な
り
た
い

　
ぼ
く
は
、
大
｝
，
・
く
な
っ
た
ら
電
化
製

品
の
店
を
も
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
，
よ
り
す
ぐ
れ
た
製
品
を
安
く
で
売

り
、
手
早
く
修
理
を
す
る
よ
う
な
店
、

東
郷
町
内
で
の
人
々
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
店
を
作
り
た
い
と
思
い
ま

す
．
．　

な
ぜ
、
ぼ
く
が
こ
ん
な
希
望
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は

、
ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
（
母
の
兄
弟
）
の

ほ
と
ん
ど
が
電
気
店
で
働
い
て
い
る
．
．

と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か

も
一
番
上
の
お
じ
き
ん
は
、
社
長
に
な

っ
て
い
て
、
人
々
に
で
き
る
だ
け
安
く

売
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
て
、
と
て
も

人
気
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
二
つ
め
は
、
ぼ
く
は
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
機
械
い
じ
り
が
好
き
で
し
た
．
、
五
年

生
の
こ
ろ
、
宮
崎
の
お
じ
さ
ん
が
や
っ

て
来
て
、
家
の
製
品
を
修
理
し
て
く
れ

ま
し
た
、
そ
れ
を
見
た
ぼ
く
は
、
お
じ

さ
ん
に
あ
こ
が
れ
、
川
に
す
て
て
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
分
解
を
始
め
ま
し
た
。
す

一〇　　，一、．・し．

黒
　
木
　
誠
　
二

る
と
、
そ
の
お
じ
さ
ん
が
、
　
「
．
え
れ
う

ま
い
ね
、
電
気
屋
に
な
り
な
い
」
と
進

め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
電
気

屋
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
，

　
三
つ
め
ば
、
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
越

表
に
は
、
電
気
屋
が
山
け
ん
し
か
な

く
、
製
品
が
故
障
し
た
時
な
ど
す
ぐ
に

直
し
て
も
ら
え
ず
、
と
て
も
困
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
．
の
テ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
な
ど
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
修
理
を

　
　
　
　
π
捲
一
偏
・
．
た
の
ん
で
い

　
　
．
、
榊
　
r
　
．
　
た
の
で
す
が

　
　
　
　
．
，
．
　
　
　
、
な
か
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
が
ま
わ
ら

な
い
よ
う
で
、
な
お
し
て
も
ら
え
ず
に

い
た
の
を
お
じ
さ
ん
に
遊
び
に
来
て
も

ら
っ
た
つ
い
で
に
完
全
に
な
お
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
な
る
べ
く
安
い
料
金
で
早

く
修
理
の
で
き
る
店
を
作
り
た
い
と
思

っ
た
の
で
す
．
．

　
し
か
し
、
た
だ
希
望
を
持
’
ノ
た
だ
け

’、

v
何
も
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
希
望
は
、

実
現
で
｝
．
－
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
希

望
～
　
め
ぎ
し
て
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
．
．
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は
、
理

科
や
隻
数
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
し
、

百
科
辞
典
な
ど
で
、
電
気
や
機
械
に
つ

い
て
調
べ
た
り
も
し
て
い
ま
す
、
．
ま
た

高
校
で
は
、
電
気
科
に
進
ん
で
、
電
気

に
つ
い
て
の
勉
強
を
し
っ
か
り
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
．
．

　
こ
の
希
望
を
実
現
す
る
ま
で
に
は
、

い
ろ
い
ろ
、
困
難
な
こ
と
も
あ
る
ぜ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
苦
し
き
に
負
け
ず
．

に
希
望
を
実
現
．
す
る
た
め
に
し
っ
か
り

努
力
し
て
い
』
、
・
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
．
一　

す
ぐ
れ
た
製
品
を
安
く
で
販
売
し
、

ど
ん
な
小
さ
な
修
理
で
も
早
く
、
安
く

す
る
電
気
屋
、
こ
ん
な
電
気
屋
に
な
る

こ
と
が
ぼ
く
の
希
望
で
す
。

町報とうこう（9）

大
人
へ
の
願
い

　
わ
た
し
は
、
大
人
の
人
達
へ
二
つ
の

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
車
か
ら
の
物
の
投
げ

す
て
を
や
め
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
登
下
校
の
と
き
な
ど
に
、
車
の
申

で
の
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
の
か
ん
を
ま
ど
か

ら
投
げ
す
て
る
の
を
時
々
み
か
け
ま

す
，
ま
お
1
1
、
あ
き
か
ん
だ
け
で
な
く
、

た
ば
ア
」
や
紙
く
ず
果
物
の
皮
な
ど
を
す

て
る
人
も
時
々
み
か
け
ま
す
．
．
少
し
前

に
な
り
ま
す
が
夏
休
み
わ
た
し
が
父
の

車
に
乗
一
．
て
い
る
時
、
前
を
走
っ
て
い

る
車
か
ら
あ
き
か
ん
が
投
げ
す
て
ら

れ
、
そ
れ
が
父
の
車
に
あ
た
り
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
一
、

　
わ
た
し
も
四
年
生
の
と
ぎ
、
、
二
、
三
度

投
げ
す
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
経
験
を
し
て
か
ら
あ
き
か
ん
の
投

げ
す
て
は
き
険
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
決
し
て
し
な
い

と
心
に
ち
か
っ
て
い
ま
す
、
．
そ
れ
に
、

紙
く
ず
な
ど
の
投
げ
す
て
で
も
、
わ
た

し
の
友
達
の
｛
人
が
歩
い
て
い
る
と
き

に
投
げ
す
て
ら
れ
た
み
か
ん
の
皮
が
依

に
あ
た
っ
た
と
い
っ
て
お
こ
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
．
紙
く
ず
な
ど
の
投

げ
す
て
は
、
み
ん
な
の
つ
か
う
所
が
き

た
な
く
な
り
ま
す
、
．
ま
た
、
た
ば
こ
の

火
を
消
さ
な
い
で
投
げ
す
て
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
が
、
も
し
投
げ
す
て
ら
れ

た
た
ば
こ
．
の
火
が
、
か
れ
草
な
ど
に
燃

え
う
つ
っ
た
り
す
る
と
火
事
に
な
る
こ

河
　
野
桜
　
子

と
が
多
．
い
と
思
い
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
車
か
ら
の
投
げ
す
て

は
、
と
て
も
き
険
な
こ
と
や
町
を
き
た

な
く
す
る
こ
と
な
ど
と
て
も
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
．
わ
た
し
た
ち
の

学
校
で
は
み
ん
な
で
注
止
’
9
し
あ
つ
て
、

投
げ
す
て
を
や
め
よ
う
と
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
大
人
の
人
達
に
お
願
い
し

て
、
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
．
．　

望
⊃
う
一
つ
は
、
運
転
の
マ
ナ
ー
の
こ

と
’
、
」
す
　
わ
た
し
は
、
一
度
と
て
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
い
め
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
こ
と
が

π．

！」

α

」、

〆

あ
り
ま
す
．
．

そ
れ
は
、
W
罫

校
か
ら
友
達

と
、
っ
し
、
ヌ

　
し

に
帰
っ
て
い

る
時
の
こ
と
で
す
．
後
か
ら
来
た
車
が

わ
ポ
、
」
と
わ
た
し
た
ち
の
歩
い
て
い
る
方

へ
向
っ
て
き
た
の
で
す
、
．
右
に
よ
れ
ば

右
に
、
左
に
よ
け
る
と
左
へ
と
、
．
一
、

三
度
に
げ
ま
わ
っ
て
い
る
と
、
り
・
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄

豊、

謔
ｪ
ら
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
　
も
し

わ
た
し
た
ち
が
こ
ろ
び
で
も
し
て
い
た

ら
、
と
思
う
と
今
で
も
こ
わ
く
な
り
ま

す
、
．
ま
た
ク
う
ス
の
人
の
中
で
も
大
型

の
ブ
ン
フ
カ
ー
が
せ
ま
’
道
を
ス
．
ビ
ー
．

ド
、
二
甲
・
お
と
毒
・
、
な
か
っ
た
た
め
に
、
右
は

し
に
よ
け
で
い
た
の
に
買
っ
た
ば
か
り

の
か
ふ
鳩
㌔
’
甲
」
、
）
、
さ
ご
斗
凍
れ
’
」
バ
ラ
バ
ラ
に

き
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
す
．
そ
．
の

人
が
か
き
を
は
な
し
た
か
ら
か
さ
だ
け

で
す
ん
だ
の
で
す
が
、
も
し
手
を
は
な

し
て
い
な
か
っ
た
ら
た
ぶ
ん
大
け
が
を

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
，　

そ
の
他
わ
た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
に

は
、
道
の
悪
い
所
や
工
事
部
の
所
が
何

か
所
か
あ
り
ま
す
が
そ
ん
な
所
で
も
ス

ピ
ー
ド
を
お
と
き
な
い
た
め
に
、
石
こ

ろ
が
田
ん
ぼ
な
ど
に
と
び
こ
ん
だ
り
雨

の
日
な
ど
は
、
ど
う
水
を
は
ね
か
け
ら

れ
た
人
も
か
な
り
い
る
よ
う
で
す
．

　
ま
た
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
下
は
と

て
も
道
路
が
せ
ま
く
、
ま
た
み
と
お
し

が
悪
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で

・
も
五
十
キ
ロ
か
ら
六
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー

ド
で
走
る
車
も
あ
り
、
と
て
も
こ
わ
い

め
に
あ
っ
た
人
も
多
く
い
ま
す
，
運
転

を
し
て
い
る
大
人
の
人
達
は
何
と
も
思

っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ

た
し
た
ち
子
ど
も
は
、
こ
わ
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
，
ど
う
か
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
、
安
全
な
運
転
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
．
．

　
最
後
に
も
う
一
度
い
い
ま
す
が
、
車

か
ら
の
物
の
投
げ
す
て
を
し
な
い
と
い

う
こ
と
と
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安

全
運
転
を
す
る
と
い
う
こ
と
の
二
つ
を

実
行
し
、
運
転
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

を
大
人
の
人
達
へ
お
願
い
し
ま
す
．

こ
ん
な
人
に
な
り
た
い

　
ぼ
く
の
う
ち
の
、
職
業
は
農
業
で
す
，

田
畑
の
作
物
以
外
に
果
樹
や
和
牛
の
、

け
い
営
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
変
い

そ
が
し
く
人
手
が
た
り
ま
せ
ん
の
で
、

両
親
は
朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
働

て
い
ま
す

　
そ
れ
で
、
ぼ
（
も
お
父
ル
・
・
ん
の
仕
事

の
手
伝
を
し
な
が
ら
大
き
ぼ
な
農
業
け

い
営
を
や
っ
て
み
た
い
と
、
大
き
な
、

希
望
を
い
だ
い
て
い
ま
す
，
現
在
、
う

ち
の
三
章
は
　
ヘ
ク
．
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
で

す
が
、
そ
の
、
二
倍
、
三
倍
に
広
げ
果

樹
。
（
か
し
、
、
、
く
り
）
を
中
心
に
、
和
牛

も
や
r
、
て
い
㌧
、
－
た
い
と
思
い
ま
す
．
．
そ

れ
に
、
か
｝
・
－
は
か
》
、
・
で
も
い
ろ
い
ろ
研

清
　
水
　
義

究
し
品
種
改
良
し
た
め
ず
ら
し
い
も
の

を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
専
門
的
な
学
校
に

行
シ
・
－
、
農
業
の
研
究
を
し
自
分
の
力

で
、
や
り
ぬ
き
農
業
を
し
て
い
る
人
達

　
　
＼
　
，
－
’
　
　
に
も
、
よ
い

て
も
、
現
在
の
土
地
の
こ
と
に
つ

て
は
、
父
に
そ
う
だ
ん
し
ま
た
父
の
今

ま
で
の
経
験
も
参
考
に
し
て
や
っ
て
、

　
指
導
者
に
な

　
り
た
い
と
思

ン　
い
ま
す
．
．
で

㌧、
も
、
い
く
ら

　
人
に
た
よ
ら

　
よ
、
と
、
つ

　
φ
〆
　
し

　
　
　
　
　
い

い
｝
、
、
た
い
と
思
い
ま
す
．

　
か
き
の
収
か
く
の
仕
方
は
、
い
ち
い

ち
ね
こ
ぐ
る
ま
を
、
つ
か
っ
て
い
っ
た

り
玉
、
－
た
り
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
車

体
の
低
い
子
回
り
の
｝
・
・
く
キ
ャ
リ
ー
を

つ
か
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
，

　
か
き
を
、
見
わ
け
る
時
に
は
機
械
を

つ
か
一
．
て
、
の
う
り
つ
的
に
、
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
．

　
ぼ
く
に
は
、
も
う
一
つ
の
ゆ
め
が
あ

り
ま
す
、

　
そ
れ
は
、
今
の
父
の
よ
う
に
農
業
の

か
た
わ
ら
、
和
牛
を
育
て
る
こ
と
で
す

　
ぼ
く
に
は
、
あ
ま
り
い
い
牛
に
育
て

る
こ
と
は
、
で
㌧
、
－
な
い
と
思
う
け
ど
、

果
樹
を
や
っ
て
い
く
よ
う
に
研
究
や
努

力
を
し
て
が
ん
ば
り
、
き
ぼ
を
大
き
く

き
せ
る
事
が
ゆ
め
で
す
。

　
そ
れ
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
其

同
化
し
て
機
械
を
と
り
入
れ
の
う
り
つ

的
に
や
り
、
新
し
い
化
学
肥
料
も
つ
か

（．

ﾄ
仕
事
を
す
れ
ば
、
㌧
・
二
，
と
質
の
よ

い
も
の
が
で
き
る
と
腫
う
．

　
和
牛
の
場
合
は
、
と
も
か
く
わ
ぽ
り

強
く
こ
つ
こ
つ
と
が
ん
ば
る
こ
と
が
た

い
切
だ
と
思
い
ま
す
，
そ
れ
に
、
ぼ
く

は
新
く
設
備
の
と
と
の
っ
た
、
牛
し
ゃ

も
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
．
．
ぼ
く
は
、
と
も
か
く
ね
ば
り
強
く

少
し
の
こ
と
で
も
く
じ
け
な
い
、
広
い

心
の
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
、
．

・
ド
「
κ

匠



（10）

町報とうこう

左
人
へ
の
願
、
〉

　
私
達
か
、
A
⊥
番
困
っ
て
い
る
問
題

か
、
あ
り
ま
す
．

　
そ
れ
は
、
虫
歯
の
ち
ー
ヌ
う
す
る

時
、
日
程
ま
て
、
歯
医
者
き
ん
に
、
行

か
な
く
て
ま
、
な
）
ま
せ
ん

　
虫
歯
か
あ
’
．
て
も
、
歯
医
者
に
、
行

け
な
い
人
た
ち
か
、
た
く
5
ん
東
郷
町

に
、
い
る
の
て
は
、
な
い
て
し
募
う

か
、　

日
向
に
、
出
れ
ば
歯
医
者
き
ん
は
た

く
き
ん
あ
り
ま
す
か
、
東
郷
町
に
↓
竺

つ
も
あ
う
ま
せ
ん

　
日
向
ま
て
行
く
に
し
て
も
、
了
供
や

お
と
し
k
う
な
と
は
、
一
人
て
は
、
あ

ふ
な
い
し
、
ハ
ス
を
、
利
用
す
れ
ぽ
、

パ
ス
代
か
か
か
う
、
高
い
歯
医
者
代
を

は
ら
う
二
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

　
ま
た
、
仕
事
か
、
い
そ
が
し
い
う
え

に
、
　
｛
日
か
か
う
て
、
い
か
な
く
て
は

な
う
ま
せ
ん
．
．

　
歯
医
者
に
行
っ
て
も
　
か
ん
し
弁
山
・
・

ん
か
、
多
い
時
は
、
人
数
の
制
限
や
、

時
間
か
あ
る
め
て
受
サ
付
け
か
て
き
ず

朝
早
く
来
た
の
に
、
し
ん
さ
つ
を
し
て

も
ら
え
ず
、
帰
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
．
、
そ
ん
な
時
の
、
気
持
ち
は
、
ま
た

次
の
日
に
、
も
う
一
回
目
こ
な
い
と
、

h
け
な
い
な
ん
て
、
い
や
セ
な
あ
と
、

思
い
ま
す

　
受
け
付
け
を
、
し
て
も
ら
’
ノ
て
も
、

近
く
の
人
が
早
く
か
ら
順
番
を
と
っ
て

い
る
の
で
、
私
は
、
あ
と
の
方
て
、
出

遅
　
須
　
美
穂
子

か
ら
て
な
い
と
、
し
ん
斗
・
・
つ
し
て
も
、
つ

え
ず
、
長
h
時
陽
、
ま
た
な
く
て
ま
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
〕
ま
セ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
を
し
た
人

　
　
　
　
壕
噸
　
　
達
ま
、
墨

’
　
鴨
　
・
＼
駒
に
・
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
h
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
、
な
h

て
し
ょ
う
か
，
そ
の
人
達
の
気
持
ち
ま

　
「
東
郷
町
に
、
歯
医
者
か
あ
r
た
ら

、
時
習
を
、
か
け
て
こ
な
く
て
も
、
す

む
だ
ろ
う
な
あ
。
」
と
考
え
る
と
思
い

ま
す

　
そ
れ
’
、
、
歯
医
者
か
、
東
郷
町
に
、

て
｝
、
・
た
ら
、
と
て
も
便
利
に
な
り
ま
す

　
ハ
ス
代
か
安
い
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ぎ
校
に
と
一
．
て
も
、
歯
の
検

査
の
時
な
ご
、
日
向
か
ら
、
｝
、
、
て
も
ら

わ
な
く
て
も
、
す
み
ま
す

　
一
け
ん
く
ら
h
、
歯
医
者
ふ
・
・
ん
か
あ

’．

ﾄ
も
h
h
と
こ
い
ま
す

　
柄
院
か
、
人
セ
の
健
康
を
q
る
た
み

に
、
あ
る
と
回
、
又
つ
こ
、
囑
隊
ξ
七

・．

ﾅ
同
－
て
す

　
歯
か
む
い
と
、
食
＼
た
い
む
の
て
も

お
h
し
く
食
＼
ら
れ
ず
、
健
康
と
は
、

h
え
ま
せ
ん

　
東
郷
町
の
、
入
明
に
と
・
，
て
も
、
歯

医
者
ふ
・
・
ん
か
サ
ニ
．
た
い
必
要
セ
と
思
h

ま
す
。
た
か
ら
、
東
郷
町
こ
、
歯
医
者

寺
・
・
ん
を
、
作
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を

希
甲
し
ま
す
．

次
代
を
担
う
子
ど
も
と
し
て
の
ぼ
く
の
努
力

　
ぼ
く
は
、
次
代
を
担
う
子
と
も
と
し

て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
努
力
し
て
い

ま
す
。

｛、

ｭ
い
体
力
、
精
神
力
を
養
う

二
、
学
ん
だ
こ
と
を
役
立
て
る
。

　
ま
ず
、
強
い
体
力
、
精
神
力
を
養
う

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
の
へ
ま
す

　
ぼ
く
は
、
毎
朝
六
時
か
ら
七
時
ま
て

、
剣
道
を
習
r
・
て
い
ま
す
　
炭
、
暑
h

中
を
、
あ
せ
た
く
に
な
、
り
な
か
ら
、
冬

寒
い
中
を
か
た
か
た
ふ
る
え
な
か
、
っ
、

自
分
の
体
力
と
に
ん
た
い
力
を
つ
け
る

た
め
に
．
て
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
こ
も
』

黒
　
本
　
雄
　
二

し
い
剣
道
を
始
め
た
の
か
そ
の
動
機
を

話
し
ま
す

　
ほ
く
か
剣
道
を
始
め
た
の
は
、
三
年

生
の
当
て
し
た
　
父
か
「
剣
道
を
や
’

て
み
ら
ん
か
．
」
と
h
い
ま
し
た
　
ほ

く
は
、
そ
の
時
、
　
「
剣
道
は
か
っ
こ
い

い
し
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
あ
、
一
と

思
い
、
は
し
カ
る
気
に
な
）
ま
し
た

当
時
先
生
は
、
毎
朝
日
向
か
ら
教
え
に

来
て
く
れ
ま
し
た
．
始
力
て
の
日
、

つ
ほ
と
注
意
毒
、
」
れ
ま
し
た
　
そ
れ
を
聞

い
て
、
　
「
剣
道
っ
て
、
ほ
く
の
考
え
て

、
た
七
う
こ
、
た
乞
い
も
の
て
は
な
い

な
あ
．
」
と
思
い
ま
し
た
．
最
初
は
、

朝
目
干
く
お
さ
ご
る
の
3
U
、
た
い
へ
ん
な
努

力
か
必
要
て
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
防

貝
な
こ
は
っ
け
な
い
て
、
体
そ
う
ふ
く

を
き
て
、
足
や
体
の
は
こ
び
の
練
習
ギ
あ

か
り
て
し
た
　
ま
た
竹
刀
な
ん
か
は
、

　
　
　
　
　
　
’
　
　
使
え
な
い
の

　
　
　
　
～
　
　
　
　
か
な
あ
よ
セ

　　

@
譲
誌
鹸
錘

　
　
　
　
御
礎
・
っ
練
習
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
と
、
あ

る
日
、
先
弓
か
竹
刀
を
持
っ
て
こ
ら
わ

ま
し
た
　
「
や
っ
た
」
と
思
い
、
ふ
っ

た
〕
し
て
い
ま
し
た
　
こ
れ
て
か
’
．
こ

－
く
な
っ
た
　
と
思
っ
て
い
た
ら
そ
の

日
か
・
っ
も
前
と
あ
ま
）
か
わ
う
な
ノ
＼

竹
刀
を
持
っ
て
、
足
や
体
の
は
こ
び
な

と
の
練
習
て
す
　
や
め
た
い
と
、
な
ん

眺
恩
つ
た
か
わ
か
〕
ま
せ
ん
．
て
も
、

そ
の
た
び
に
、
苫
し
い
の
は
ぼ
く
だ
け

し
，
な
い
．
み
ん
な
苦
し
い
ん
た
。
か

ん
ば
ら
な
け
れ
ま
．
と
思
い
歯
を
く
い

し
ば
っ
て
努
力
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
そ
の
努
力
か
実
っ
て
、
試

合
に
出
て
も
、
メ
タ
ル
を
も
ら
・
．
た
う

す
る
よ
う
に
な
う
ま
し
た
、
そ
れ
に
は
、

自
分
た
ナ
の
努
力
て
な
ノ
＼
先
生
や
、

お
父
さ
ん
方
、
お
母
さ
ん
力
の
お
か
げ

て
す
。

　
毎
朝
早
く
か
ら
あ
せ
を
な
か
し
て
、

熱
心
に
、
教
え
て
下
さ
る
先
牛
方
や
、

み
ん
な
の
防
貝
の
し
ゅ
う
理
を
し
て
く

た
，
、
朝
見
く
起
き
て
、
ぽ
ノ
＼
ら
を
送

r．

ﾄ
く
れ
る
、
お
雪
山
デ
ん
お
母
さ
ん
方

　
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
期
待
に
こ
た

え
よ
う
と
、
み
ん
な
か
ん
ば
つ
て
い
ま

す
生
徒
の
数
も
、
今
で
は
、
三
十
人

く
ら
い
に
ふ
え
ま
し
た
．
新
し
い
生
徒

に
、
礼
儀
を
教
え
る
は
、
先
ぱ
い
の
役

目
て
す
。
低
学
年
か
悪
い
こ
と
を
す
る

と
、
直
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
毎
朝
剣
道
を

絨
け
て
い
ま
す

　
今
か
ら
も
瓶
げ
て
い
こ
う
と
忠
っ
て

い
ま
す
。

　
次
は
、
「
学
ん
だ
こ
と
を
役
立
て
る

」
と
い
う
努
力
に
つ
い
て
の
＼
ま
す

　
王
く
は
、
今
、
全
校
委
，
貝
を
つ
と
み

て
い
ま
す
　
全
枚
委
員
に
な
ろ
う
と
冒

’
た
動
機
は
、
い
っ
か
、
こ
こ
か
の
お

y
・
さ
ん
た
ち
か
、
　
「
東
郷
小
の
些
徒
は

あ
い
・
w
・
㌔
つ
か
よ
く
な
い
ね
　
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
、
そ
れ
を
聞
い
て
、
　
「
あ

し
さ
っ
か
悪
か
っ
た
ら
た
め
た
な
あ
、

よ
し
、
ぼ
く
か
金
口
委
員
に
な
’
．
て
、

あ
い
さ
つ
を
よ
く
し
て
み
せ
る
そ
．
一

と
思
い
ま
し
た
。

　
剣
道
て
学
ん
だ
精
神
を
役
立
て
、
も

　．

ﾆ
の
ば
し
て
み
よ
う
と
思
’
ノ
た
こ
と

か
ら
て
す
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
す

る
。
こ
の
大
切
さ
を
全
校
の
み
な
さ
ん

に
知
一
．
て
も
ら
い
、
み
ん
な
て
、
明
る

い
学
校
を
つ
く
る
た
め
て
す

　
全
校
委
員
に
な
r
．
た
の
は
、
た
だ
名

よ
の
た
め
て
な
・
＼
自
分
か
ら
、
み
ん

な
の
た
め
に
、
　
つ
く
す
た
め
で
す
．
そ

れ
か
剣
道
を
教
え
て
く
た
山
、
・
る
先
生
や

世
話
を
し
て
く
れ
る
わ
父
さ
ん
お
母
さ

ん
方
に
、
こ
た
え
る
方
法
た
と
恕
r
、
た

か
ら
て
す

　
ぼ
く
の
努
力
は
、
今
の
へ
た
よ
う
に

一、

ｭ
い
体
力
、
粘
神
力
を
養
う

，
つ

こう町報と（m

、
学
ん
だ
こ
と
を
役
⊥
』
て
る
　
と
い
う

こ
と
て
す
。
全
校
委
員
に
な
一
ノ
た
こ
と

は
、
み
ん
な
を
の
ば
す
、
と
い
う
こ
と

と
同
し
に
、
自
分
を
も
、
の
ば
す
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
て
す
。
今
か
、
っ

も
、
か
ん
ば
）
た
い
と
思
い
ま
す

次
代
を
担
う
こ
ど
も
と
し
て
の
わ
た
し
の
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
原
　
ゆ
か
り

　
今
、
わ
た
し
は
、
学
校
の
ノ
フ
ト
部

の
盾
動
て
、
A
さ
ん
と
二
人
で
、
マ
ネ

し
ノ
“
一
を
や
っ
て
い
ま
す
．
そ
れ
か

ら
、
わ
た
し
は
マ
不
ー
ジ
カ
ー
の
ほ
か

に
、
全
校
副
委
員
長
、
学
級
て
は
、
学

級
副
委
員
長
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
ほ
か
に

い
ろ
い
ろ
や
一
．
て
い
ま
す
。
わ
た
し
の

努
力
は
、
自
分
の
や
る
へ
き
こ
と
は
、

負
任
を
持
ち
、
最
後
ま
て
か
ん
張
る
と

9
り
こ
と
て
す
。

　
ま
す
第
「
は
、
マ
ネ
ー
ノ
謬
：
と
し

て
の
責
任
の
こ
と
で
す
．

　
こ
れ
は
、
前
の
月
の
十
月
三
十
日
に

あ
っ
た
、
田
代
小
で
の
三
校
ノ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
而
の

中
で
行
な
わ
れ
た
大
会
で
し
た
．
、
わ
た

し
た
ち
の
東
郷
小
は
、
五
、
六
年
の
男

子
の
人
か
出
場
し
ま
し
た
．
そ
の
人
た

ち
は
、
よ
く
か
ん
張
っ
た
の
て
す
か
、

残
念
な
か
ら
二
位
て
し
た
．
正
々
堂
々

と
戦
っ
て
お
さ
ま
っ
た
二
位
て
す
の
て

本
校
か
ら
こ
ほ
う
び
と
し
て
、
カ
ノ
ノ

ユ
ー
ス
と
お
菓
子
が
出
ま
し
た
．
．
そ
れ

を
近
く
の
公
園
で
食
へ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
わ
た
し
は
A
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
カ
ノ
’
ノ
ユ
ー
ス
と
お
菓
子
を
く
ぼ

り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
応
え
ん
し
た
の
で
、
の
と
か
カ

ラ
カ
ラ
て
し
た
。
そ
れ
て
も
、
ジ
ユ
！

ス
を
の
も
う
と
し
た
時
、
目
に
入
二
」

㍉
・
・
た
の
は
、
空
カ
ノ
の
零
本
か
か
、
芝

ふ
の
ト
に
た
お
れ
て
捨
て
あ
る
こ
と
て

し
た
．
わ
た
し
は
、
ノ
ユ
ー
ス
を
の
も

う
と
し
て
た
け
ど
、
や
め
ま
し
た
　
契

れ
て
も
、
ち
ら
か
っ
て
い
る
の
を
見
て

気
持
ち
の
よ
い
人
は
い
な
い
て
し
ょ

う
．
わ
た
し
も
そ
う
＝
面
う
気
持
ち
か
あ

’・

ｽ
か
ら
、
安
ノ
ボ
ー
ル
箱
を
持
’
，
て

｝、

j
ろ
う
こ
と
に
し
ま
し
た
あ
る
先

牛
か
、
　
「
ほ
ら
　
三
原
き
ん
は
、
ち
つ

ん
と
後
か
た
ず
守
を
し
ょ
る
よ
　
戚
」
心

し
ゃ
ね
。
し
と
ほ
め
て
く
セ
き
h
ま
し

た
。先

生
が
ほ
め
て
く
だ
さ
っ
た
時
に
、
み

ん
な
私
を
見
る
R
は
、
感
心
し
て
見
た

人
も
い
た
け
ど
、
あ
の
人
は
、
先
口
に

ほ
め
ら
れ
た
う
、
め
た
と
う
と
し
て
し

た
ん
し
ゃ
な
い
か
と
思
う
人
が
い
た
よ

う
に
、
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
ま
し
た

て
も
、
と
う
思
わ
れ
よ
う
と
、
わ
た
し

は
、
先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
い
い
気
に
な

っ
た
う
、
め
た
と
う
と
一
q
う
気
持
ち
は

少
し
も
な
か
っ
た
の
で
＼
つ
に
か
ま
い

ま
せ
ん
て
し
た
、
、
ま
わ
う
が
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
．
わ
た
し
は
、
ノ
フ
ト
の

マ
ネ
ー
ン
ヵ
ー
と
し
て
、
東
郷
小
の
人

か
よ
こ
し
て
い
っ
た
と
二
口
わ
る
の
て
は

な
く
、
東
郷
小
の
人
た
ち
は
、
玉
、
、
れ
い

に
か
九
す
け
て
い
っ
て
く
れ
た
と
ゴ
ロ
わ

れ
る
よ
う
に
、
∴
任
を
持
っ
て
し
ま
し

た
　
そ
れ
か
わ
た
し
の
っ
と
め
セ
と
思

’
た
か
ら
て
す

　
第
二
に
、
家
庭
科
の
時
の
、
学
級
の

一
貝
、
・
～
級
副
委
員
と
し
て
の
し
貝
任
て

すあ
る
1
曜
日
の
日
に
、
わ
た
し
た
ち
八

年
の
ク
ラ
ス
て
は
、
家
庭
科
て
、
調
理

を
し
ま
し
た
。
作
る
も
の
は
、
目
玉
焼

き
と
粉
ふ
き
い
も
で
し
た
　
両
方
と
も

呂
心
し
て
、
や
っ
と
出
き
あ
か
》
ま
し

た
。
そ
れ
を
、
楽
し
く
会
食
し
ま
し
た

　
食
＼
終
っ
て
、
後
か
た
ず
け
に
な
る

と
、
み
ん
な
元
気
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
て
か

　
　
　
　
　
K
　
　
　
す
く
に
わ
か

　
　
　
　
讐
減
　
　
り
ま
し
た

　
　
　
　
・
　
ド
　
、
、
そ
の
理
由
は

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
4
、
み
ん
な
、
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
は
楽
で

楽
し
い
、
で
も
、
後
か
た
ず
け
は
、
す

る
の
か
お
っ
く
う
な
の
て
す
。
わ
た
し

も
、
は
し
め
は
、
そ
ん
気
持
ち
で
し
た

一．

E
も
、
そ
ん
な
わ
た
し
の
心
の
す
み
に

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
）
、
よ
い
心
か
残
っ

て
い
ま
し
た
。
　
「
か
た
ず
け
が
大
変
で

、
㌔
や
な
の
は
、
み
な
聰
し
な
ん
た
．
、
よ

し
．
が
ん
張
る
そ
。
も
う
少
し
　
」
と

肖
う
気
持
ち
か
わ
い
て
き
ま
し
た
　
後

か
た
ず
す
を
し
て
い
る
う
ち
、
ま
わ
り

の
人
か
「
人
へ
）
二
人
へ
つ
て
い
き
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
も
気
に
せ
ず
に
洗
い

ま
し
た
．

　
「
ふ
う
，
」

洗
っ
て
し
ま
う
と
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
で
す
，
ふ
と
気
か
つ
く
と
、
「
人

へ
）
一
「
人
へ
う
し
て
、
支
う
に
人
が
い

ま
せ
ん
、
そ
れ
て
も
よ
く
見
ま
わ
す
と

、
い
ま
し
た
．
た
っ
た
四
、
五
人
．
そ

の
人
た
ち
は
、
す
い
し
場
を
か
こ
ん
で

大
》
、
・
な
皿
の
山
を
見
て
い
る
の
で
す

そ
の
人
た
ち
の
目
は
、
つ
か
れ
も
あ
り

ま
し
た
か
、
明
る
く
か
が
や
い
て
い
ま

し
た「

最
後
ま
て
き
れ
い
に
や
つ
た
ぞ
　
」

と
二
口
う
ほ
こ
り
か
あ
う
ま
し
た
．

　
第
一
．
一
に
は
全
校
副
委
員
長
と
し
て
の

山
王
て
す
。
ム
，
、
全
校
委
員
は
、
こ
ん

な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
今
、
わ
た
し

た
ち
全
校
委
員
て
は
、
毎
朝
、
こ
う
門
、

畏
門
に
、
　
「
人
ず
つ
た
ち
、
あ
い
さ
つ

、
名
ハ
だ
、
ぼ
う
し
、
登
校
態
度
を
調

＼
て
い
ま
す
．
そ
れ
か
ら
、
ま
戸
開
け

と
、
朝
の
す
ご
し
方
も
見
ま
わ
っ
て
い

ま
す
　
昼
に
は
、
教
室
と
庭
、
運
動
場

に
わ
か
れ
て
、
そ
う
し
を
見
ま
わ
り
、

放
送
て
、
よ
い
所
、
わ
る
い
所
を
知
ら

せ
て
い
ま
す
．
．
そ
れ
に
、
月
に
「
回
は

委
員
会
盾
動
と
三
口
う
盾
動
で
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
し
ま
す
　
同

し
く
、
月
に
「
回
、
代
表
委
員
会
と
言

う
の
も
あ
う
、
三
年
以
ト
ク
一
つ
ス
の
氏

表
、
主
に
学
級
委
員
長
、
副
委
員
長
と

各
委
員
会
の
代
表
か
集
ま
」
り
、
全
校
委

員
を
中
心
に
、
と
う
し
た
ら
学
校
か
よ

く
な
る
か
、
提
案
を
出
し
合
い
、
学
校

を
い
ま
ま
て
k
う
も
、
よ
り
ょ
く
し
て

い
｝
、
・
ま
す
、
そ
ん
な
全
校
委
員
の
盾
動

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
ば
無
言
で
す
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、
学
校
も
き
れ
い
に
な

う
ま
し
た
。
全
校
委
員
は
、
学
校
を
さ

さ
え
る
役
目
て
、
た
い
へ
ん
で
す
，

　
わ
た
し
は
宮
崎
県
（
東
郷
町
）
の
次

代
を
担
う
こ
と
も
と
し
て
、
わ
た
し
の

努
力
を
、
少
し
ず
つ
で
も
増
し
て
い
｝
、

た
い
と
思
い
ま
す
．
、

将
来
へ
の
夢
と
希
望

　
あ
れ
は
、
私
が
四
年
生
の
こ
ろ
の
夏

休
み
の
時
て
し
た
。
母
の
妹
に
あ
た
る

お
ば
さ
ん
か
、
病
気
て
と
つ
然
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
て
す
．

　
そ
の
た
め
、
私
が
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
ず

か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
て
す
。

　
最
初
の
う
ち
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し

く
て
、
い
っ
と
き
た
）
と
も
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
は
な
れ
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
か
、
た
ん
だ
ん
日
か
た
つ
に
つ
れ

て
、
　
「
あ
あ
い
や
た
な
あ
」
　
「
よ
だ
き

岩
　
本
　
恵
美
子

い
な
あ
し
　
「
み
ん
な
と
遊
び
た
い
な
あ

」
と
い
う
気
持
か
強
く
な
り
、
と
う
と

／

〆

《鷺刷
出

．“｝毎♪

ぜ

ん
が
好
き
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
。

つ
け
ん
、
赤
ち
ゃ
ん
を
見
た
感
し
て
は
、

う
子
守
り
を

み
ん
な
祖
母

に
お
し
つ
け

て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
あ

れ
ほ
ど
、
自

分
は
赤
ち
や

　
　
　
　
い



し

（12）

町報とうこう

と
っ
て
も
か
わ
い
い
が
、
い
ざ
世
話
を

し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
そ
れ
は
と
っ
て

も
大
変
な
こ
と
な
の
て
す
。

　
私
た
ち
を
、
こ
こ
ま
で
倉
て
て
く
れ

た
母
の
大
変
き
を
、
こ
の
時
ほ
と
、
強

く
感
し
た
こ
と
は
あ
）
ま
井
、
、
ん
て
し

た　
こ
の
夏
休
み
の
こ
と
が
あ
一
・
て
、
私

は
将
来
、
保
母
と
い
う
職
業
に
つ
い
て

み
た
い
と
い
う
気
持
が
お
こ
っ
た
の
4
、

す　
保
母
き
ん
に
な
っ
て
、
小
さ
い
子
の

預
話
を
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す

　
母
は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
す

「
保
母
き
ん
と
い
う
行
事
は
、
お
母
奇
・
」

ん
か
わ
り
に
な
る
人
の
こ
と
セ
よ
、
幼

ち
園
の
先
生
も
保
母
き
ん
て
あ
っ
、
保

育
所
に
来
る
子
供
の
世
話
を
す
る
人
も

人
児
嵐
て
働
く
人
も
、
み
ん
な
保
母
尋
、
・

ん
た
よ
」
と
，
簡
単
に
保
母
き
ん
た
と

、
層
う
け
れ
ど
も
．
．
保
母
き
ん
の
仕
事
は

ひ
ろ
い
ん
セ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
、

　
そ
の
中
で
も
、
私
は
保
育
所
て
働
く

人
に
な
）
た
い
の
て
す
。
て
も
、
保
母

岬・

A
ん
と
い
う
仕
事
は
、
ら
く
に
て
》
、
・
る

仕
事
て
は
な
い
こ
と
を
母
か
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

「
あ
ず
か
っ
て
い
た
子
供
が
、
急
に
病

気
に
な
っ
た
り
け
が
を
し
た
）
し
た
ら

病
院
へ
つ
れ
て
い
か
な
す
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
も
し
、
と
び
だ
し
て
い
な
く
な

っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
ゼ
よ
。
つ
う

か
い
で
も
さ
れ
て
み
よ
、
そ
）
や
も
う

大
変
ど
こ
ろ
し
ゃ
な
い
よ
」
と
．
、
子
供

を
あ
ず
か
る
に
は
、
大
変
な
こ
と
と
、

貞
任
の
い
る
仕
事
ゼ
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
世
の
中
の
よ
う
に
、
共
か
せ
ぎ

か
多
い
と
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
働
玉
、
－

に
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
保
母
き
ん
の

役
目
は
、
と
っ
て
も
車
単
二
と
思
い
ま

す
　
な
ぜ
な
ら
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
、

子
供
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
、
安
心
し

て
働
け
る
た
め
に
も
、
や
一
ノ
ぱ
づ
保
母

き
ん
に
な
り
た
い
の
て
す
．
そ
の
た
め

に
は
、
こ
れ
か
ら
、
い
っ
し
ょ
う
げ
ん

め
い
勉
強
し
、
た
れ
に
て
も
好
か
れ
る

よ
う
な
、
人
に
な
ら
な
叶
れ
ば
な
う
ま

せ
ん
　
私
は
、
こ
の
二
一
、
、
し
を
、
　
「
生

の
仕
事
と
し
て
保
母
を
遺
ひ
、
子
供
の

た
め
こ
、
か
ん
f
）
た
い
と
忠
う
の
て

す

郷
土
を
美
し
く
す
る
た
め
に

一
あ
っ
た
し
玄
↑

「
い
つ
へ
わ
ち
ち
よ
る
か
」

「
｝
、
、
た
な
い
ね
」
　
「
う
ん
く
岬
．
・
い
ね
」

こ
り
会
話
は
、
道
路
の
は
し
の
方
に
「

ホ
イ
」
と
捨
て
て
あ
る
か
ん
や
、
チ
リ

を
拾
デ
・
て
い
る
風
景
て
す

川
　
越
　
三
紀
子

　
も
’
．
と
く
わ
し
く
説
明
し
ま
し
｝
つ

　
私
た
ち
の
挙
校
、
福
瀬
小
て
は
、
毎

月
第
ゴ
水
曜
日
に
な
る
と
、
h
つ
も
よ

）
早
め
に
、
大
斗
、
－
な
ふ
く
ろ
を
持
｛
．
て
、

通
学
路
に
落
軒
り
て
い
る
チ
リ
’
を
拾
い
転
写

か
ら
、
歩
く
の
て
す
．
学
校
に
着
く
と
、

各
地
区
か
ら
集
め
ら
れ
た
ふ
く
ろ
が
山

の
よ
う
に
集
ま
り
二
度
び
っ
く
り
し
ま

す
「
チ
リ
3
つ
つ
メ
u
れ
犀
は
山
》
♪
与
る
。
　
「
そ

の
．
言
葉
と
わ
〕
て
す
、

　
あ
｝
、
・
か
ん
は
拾
い
や
す
い
の
て
す
か

た
ま
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
　
「
つ
「
つ
拾

う
の
で
す
か
ら
大
変
な
事
で
す
。
た
ハ

ん
車
の
中
て
吸
’
．
た
人
や
、
歩
｝
・
・
な
か

ろ
吸
っ
た
人
が
捨
て
た
の
で
し
ょ
う
．

こ
ん
な
人
達
は
、
道
路
が
よ
こ
れ
て
、

人
が
困
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
事
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
，
私
は
考
え
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
、
も
し
考
え
て
い
る

の
な
ら
、
こ
ん
な
、
容
か
ら
の
抄
け
捨

て
は
、
道
路
か
よ
こ
れ
る
か
ら
と
い
っ

て
し
な
い
と
思
い
ま
す
．
投
げ
捨
て
を

す
る
人
の
心
は
、
自
分
の
車
か
さ
、
、
れ
い

な
ら
、
道
路
な
ん
か
と
う
て
も
い
い

と
い
う
考
え
を
し
て
い
る
の
て
は
な
h

て
し
ょ
う
か
．

　
こ
れ
か
ら
冬
に
な
る
と
、
拾
う
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
大
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
す
。
「
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
や
二
年
牛

　
　
　
　
バ
嚇
　
　
は
、
あ
の
小

　
　
　
　
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
な
手
を
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
暖
め
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
冷
め
た

く
な
っ
て
h
る
コ
ミ
を
拾
わ
な
ナ
れ
f

な
ら
な
い
の
て
す
　
私
た
ち
か
、
こ
の

・
玉
う
に
い
っ
し
、
う
け
ん
め
い
拾
っ
て

も
、
い
一
．
こ
う
に
へ
ら
な
h
の
は
、
大

入
の
み
な
き
ん
二
う
し
て
て
し
5
つ
か

　
拾
っ
て
い
る
私
達
の
横
を
通
り
な
が

ら
、
し
ら
ん
ふ
り
し
て
遍
る
大
人
も
い

ま
す
　
こ
ん
な
人
が
捨
て
る
の
セ
と
思

い
ま
す
。

で
も「

大
変
た
ね
」

；
、
・
れ
い
に
な
る
ね
」
「
こ
く
ろ
う
山
・
、

ん
」
と
い
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。

た
ふ
ん
こ
ん
な
人
は
捨
て
な
い
人
た
と

思
い
ま
す
。
こ
ん
な
二
口
葉
を
か
け
ら
れ

る
と
、
し
ぜ
ん
と
笑
顔
に
な
り
、
　
「
あ

あ
拾
っ
て
よ
か
っ
た
な
あ
」
と
D
う
気

持
ち
に
な
う
ま
す
，

　
と
い
っ
て
、
ほ
め
ら
れ
る
た
め
に
拾

っ
て
い
る
訳
て
は
あ
り
ま
せ
ん
　
郷
土

を
美
し
く
す
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
の

て
す
　
こ
れ
か
ら
も
続
く
チ
リ
拍
い
運

動
は
、
捨
て
る
人
か
い
る
限
）
お
わ
ら

な
い
て
し
ハ
う
，
、

　
チ
リ
を
拾
う
が
い
や
な
ら
、
チ
リ
を

捨
て
な
け
れ
ば
よ
い
の
て
す
。
ぞ
う
す

れ
ば
、
私
達
の
、
村
や
町
も
よ
こ
れ
な

い
し
、
今
ま
で
私
達
か
紋
叶
て
来
た
チ

リ
拾
い
運
動
も
お
わ
う
に
な
り
ま
す
．

　
私
達
は
、
こ
の
よ
う
に
、
毎
月
「
同

の
チ
リ
拾
い
の
日
に
な
る
と
通
学
路
か

ら
チ
リ
を
な
く
す
た
め
、
又
郷
土
を
美

し
く
し
た
い
気
持
ち
’
、
、
　
一
，
つ
て
も
多

く
の
チ
リ
を
拾
っ
て
わ
）
ま
す
．
今
か

ら
は
、
チ
リ
を
す
て
な
い
よ
う
に
、
そ

し
て
、
チ
リ
を
み
つ
げ
た
ら
拾
う
よ
う

に
し
て
、
大
人
も
子
供
も
い
っ
し
よ
に

な
っ
て
、
私
達
の
二
十
を
美
し
く
し
て

い
玉
、
、
た
い
も
の
た
と
心
か
ら
願
一
・
て
い

ま
す
。

大
人
へ
の
願
い

　
ほ
く
は
、
他
校
を
見
る
た
ひ
に
、
ほ
、

く
た
ち
の
学
枚
の
依
育
館
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す

　
ほ
く
た
ち
の
7
校
の
体
倉
館
ぽ
、
連

動
す
る
の
に
せ
ま
す
き
て
、
恩
い
切
’
、

て
運
動
か
て
き
ま
せ
ん

　
そ
れ
て
、
依
先
斗
て
体
育
が
あ
る
と

き
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
、

「
せ
ま
い
な
あ
、
も
う
す
こ
し
広
い
と

、
も
’
・
と
、
た
く
甲
、
㌔
ん
の
運
動
か
て
・
1

る
ん
セ
か
な
あ
．
．
　
と
、
つ
く
づ
く
感

h
ま
す

　
二
・
く
も
、
依
育
館
か
少
し
で
も
い
、

か
ら
、
広
く
な
れ
ば
、
み
ん
な
、
安
心

し
て
ス
山
、
i
ソ
か
楽
し
”
る
ん
・
や
な

河
　
埜

博

い
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
七

ち
は
、
も
う
、
今
年
て
竺
業
だ
か
ら
、

白
校
牛
の
人
た
ち
に
、
も
っ
と
体
ム
月
館

を
攻
心
し
て
、
も
r
・
と
た
く
一
・
、
ん
の
ス

レ
ー
ノ
に
は
デ
ん
て
・
も
ら
い
た
い
と
思

r．

ｽ
か
、
っ
て
す

　
そ
れ
と
、
ム
ー
、
粍
く
た
ち
の
抄
庭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
夏
は
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
こ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
か
ら
冬
に

　　

@　

@取

ﾉ
鷹
纂

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
ん
の
ほ
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
、
風

が
　
小
き
す
る
と
も
の
す
こ
い
ほ
こ
り

町報とうこう
（13）

か
ま
い
ち
っ
て
、
校
庭
に
は
、
た
っ
て

も
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
す
．

　
下
級
生
は
、
ぼ
く
た
ち
以
上
に
、
遊

ひ
に
む
ち
ゅ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
て

ま
い
上
が
る
ほ
こ
う
に
、
顔
を
ふ
せ
な

か
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
、

「
目
に
砂
ぼ
こ
り
か
は
い
う
、
の
と
を

痛
め
る
の
て
は
な
い
の
か
な
　
」
と
思

い
ま
す
．
、
ぼ
く
も
何
度
か
、
体
育
の
授

業
申
な
と
や
遊
ん
で
い
る
時
に
、
ほ
こ

づ
か
目
に
は
い
一
ノ
た
事
が
あ
う
ま
す

今
日
も
、
ち
レ
う
と
外
に
出
る
と
、
風

に
白
い
1
4
陣
こ
り
が
ま
い
上
っ
て
、
服
が

ま
つ
臼
に
な
う
ま
し
た
。
校
舎
や
、
き

く
ら
の
木
－
、
フ
ー
ル
の
水
な
こ
が
自
ぐ

な
る
ん
し
ゃ
な
い
の
か
な
あ
と
思
い

ま
し
た
　
そ
れ
か
ら
、
今
度
は
、
運
動

場
か
せ
ま
す
y
・
る
と
い
う
こ
と
て
す

　
ノ
コ
ト
の
よ
う
な
、
ボ
…
ル
運
動
を

し
て
い
る
と
㌧
、
・
、
校
舎
の
遠
く
て
遊
＼

ま
い
い
ん
て
す
か
、
竃
馬
場
か
せ
ま
い

ヅ
、
、
こ
う
し
て
も
、
校
舎
の
方
も
つ

か
わ
な
く
て
は
い
げ
な
い
の
て
、
そ
れ

て
カ
ラ
ス
を
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す

　
そ
れ
や
、
朝
や
昼
休
み
な
ど
、
場
所

の
と
う
あ
い
を
ま
い
醒
し
て
い
ま
す
．

そ
れ
て
、
け
ん
か
を
は
し
め
る
人
も
見

た
こ
と
が
あ
）
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
、
ク
ラ
ブ
な
と
て
も
、
ハ
ノ

ク
不
　
ト
の
な
な
め
よ
こ
に
は
、
校
杢
，

が
あ
る
の
て
、
ガ
ラ
ス
を
わ
る
日
が
何

度
か
あ
う
ま
し
た
．

ゼ
か
ら
、
運
動
場
か
も
う
少
し
広
い
と

、
カ
ラ
ス
も
わ
れ
な
い
て
、
場
所
の
と

う
あ
い
も
な
く
な
る
ん
て
は
な
い
か
と

思
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
学
校
の
中
を
見
て
み
る
と

ぼ
く
た
ち
の
学
校
に
ま
、
不
便
な
所
が

た
く
き
ん
あ
）
、
な
わ
し
て
も
ら
い
た

い
所
か
た
く
き
ん
あ
る
ん
た
な
あ
と
思

い
ま
す
　
在
校
生
た
ち
に
は
、
不
便
の

な
い
苧
校
で
生
塾
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
　
不
便
さ
は
、
ぼ
く
た
ち
だ
ヤ
、
て

い
い
と
思
い
ま
す

　
こ
の
こ
と
は
、
ぼ
く
た
ち
に
は
と
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
　
こ
の
不
便

山
鳩
、
を
早
く
解
消
し
て
く
ゼ
さ
る
よ
う
、

わ
願
〔
い
た
し
ま
す

こ
ん
な
人
に
な
り
た
い

　
私
は
、
今
ま
で
頭
の
中
て
、
な
ん
ど

も
、
大
人
に
な
っ
た
ら
な
に
に
な
ろ
う

か
、
将
来
と
つ
い
う
仕
事
か
私
に
適
し

て
い
る
た
ろ
う
か
と
思
案
し
ま
し
た

　
九
生
や
、
会
社
の
団
体
職
員
、
お
店

を
開
い
た
り
す
る
こ
と
に
も
あ
こ
か
れ

を
持
一
ノ
た
こ
と
か
あ
う
ま
し
た
。
私
も
、

来
年
は
中
学
生
．
．
志
望
校
を
決
の
て
、

そ
の
、
尚
校
へ
と
進
学
す
る
の
も
、
　
「
つ

黒
　
木
　
美
　
穂

の
ゆ
め
て
す
が
、
私
に
は
そ
れ
と
は
ち

か
っ
た
ゆ
め
が
あ
る
の
て
す
。
そ
れ
は
、

「
つ
ば
旅
行
家
に
な
る
と
い
う
こ
と
て

す　
こ
れ
は
、
本
当
に
ゆ
め
に
し
か
す
y
・
・

ま
せ
ん
が
実
現
し
て
み
た
い
の
で
す
。

日
本
各
地
の
至
る
所
を
旅
行
す
る
．
と

い
う
の
は
、
仕
事
も
て
｝
・
－
な
い
し
時
間

、
旅
費
な
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
た
く
き
ん

負
担
し
な
け
れ
ま
い
け
ま
せ
ん
。

人
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
っ
め
で
も

な
ん
で
も
な
い
、
た
だ
あ
こ
が
れ
だ
。

と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ

　
　
　
　
ユ
5
’

汽
一
．

凋

　
と
自
然
破
か

　
い
が
進
ん
で

　
い
る
現
在
、

　
自
然
を
守
る

．
　
会
な
ど
も
、

　
た
く
き
ん
つ

　
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
日
本
の
自
然
を
旅
行
し
て
い

き
な
が
ら
、
そ
の
自
然
を
守
る
と
い
う

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
の
て
す
。
機
械

化
も
進
ん
で
来
た
し
、
い
ろ
い
ろ
開
発

し
で
い
く
の
も
し
か
た
が
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
．
、
た
け
ど
、
そ
の
た
め
に

自
然
が
こ
わ
さ
れ
て
も
や
つ
ば
う
い
け

な
い
こ
と
て
す
．
現
実
に
今
、
鹿
児
島

県
に
新
大
隅
開
発
計
画
が
あ
一
・
て
、
宮

崎
は
、
そ
の
た
め
に
こ
う
害
を
う
ナ
る

の
て
反
対
逓
動
か
た
か
ま
一
・
て
い
る
と

二
．
i
ス
て
も
k
く
｝
、
ミ
ー
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
私
た
ち
に
は
、
ま
だ
は
’
．
き
㌧
・

と
は
わ
か
、
つ
な
い
問
題
で
す

　
し
か
し
、
自
然
を
こ
わ
し
て
開
発
を

進
め
る
計
画
、
し
か
も
、
開
発
し
て
も
、

あ
ま
り
私
た
ち
の
生
盾
に
役
に
ウ
た
な

h
計
画
か
、
い
つ
身
辺
に
お
こ
る
か
も

わ
か
）
ま
せ
ん
　
自
献
、
を
守
る
と
い
う

仕
事
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
h

ま
す
　
だ
か
ら
私
も
自
然
を
守
る
と
い

う
こ
と
を
旅
行
を
通
し
て
、
見
聞
を
甲
、
㌧

う
め
、
社
会
を
よ
り
ょ
く
し
て
い
く
た

め
に
奉
仕
し
て
い
き
た
い
の
て
す
．
旅

行
家
と
い
う
の
は
、
私
の
数
多
く
あ
る

将
来
の
う
め
の
「
つ
て
ず
が
、
今
は
、

そ
の
旅
行
し
な
か
ら
自
鉄
．
を
守
る
社
会

奉
仕
を
目
標
と
し
て
、
て
き
る
か
ぎ
つ

の
努
力
と
奉
什
の
道
を
歩
ん
で
行
キ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す

　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　｝　冒　　評一

　
今
月
の
う
一
．
」
き
（
2
月
行
事
）

…
▽
八
で
ホ
ー
・
ー
ク
戦

一
｝
　
　
お
ね
が
い

〕　

ｬ
青
協
広
報
部
て
は
、
歴
代
の
町
青

一
協
三
役
と
敏
行
部
の
役
P
’
を
調
＼
て
い

㌔　　　　　　　　一　　　　　　　｝　　　　　　冒　　　　　♂　　　　　｝　　　　〔　　一　　　一　r　一　一｝　　　｝

畿
馨
獣

地
震
災
害
に
備
え
よ
う

　
　
伊
豆
大
島
近
海
地
震
か
発
生
し
、
多

　
く
の
死
者
や
家
、
、
廻
路
な
こ
の
施
設
こ

一
大
き
な
被
害
を
出
し
た
ヴ
あ
か
）
て
す
が

　
現
右
の
科
罰
を
も
つ
て
し
て
も
完
全
な

［、
予
知
は
て
玉
・
、
な
い
よ
う
て
す

　
　
急
に
大
地
か
》
れ
動
｝
・
－
だ
し
た
と
｝

　
平
静
の
行
動
か
と
れ
る
も
の
て
は
な
い

　
て
し
ょ
う
が
、
富
に
災
害
の
と
き
の
こ

へ　
と
を
わ
き
ま
え
て
い
れ
ば
冷
削
な
行
動

｛　
か
と
れ
る
の
て
は
な
い
て
し
レ
h
う
か

｛　
　
地
震
の
と
き
は
ま
ず
消
火
し
ま
し
玉

一
う
　
こ
れ
ま
て
の
地
養
て
は
、
地
婁
の

履
害
考
事
。
炎
の
被
害
が
数
箏
。
大

三
か
つ
た
例
か
っ
垂
」
藤
U
判
皇
、
，
9

　
本
県
は
日
向
勘
に
地
婁
帯
か
あ
り
、

一

　
い
っ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

　
家
の
周
辺
の
危
険
個
所
な
こ
を
早
目

　
に
検
討
し
て
お
き
、
い
ろ
ん
な
二
と
を

ま
す
。
現
在
、
昭
和
四
十
年
以
前
が
分

か
う
ま
せ
ん

　
お
手
数
て
す
が
、
役
員
を
き
れ
た
方

は
、
　
［
、
い
っ
こ
ろ
と
ん
な
役
を
し
で
い

た
一
こ
と
を
各
地
区
の
会
長
ま
た
は
広

報
部
員
に
お
知
ら
せ
く
た
き
い
．

　
私
た
ち
が
獲
れ
か
ら
の
青
年
盾
動
を

続
け
て
行
く
た
め
の
資
料
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
長
唄
協
広
報
部
）

総
合
的
に
考
え
て
有
事
の
際
に
と
う
ず

れ
ば
よ
い
か
心
の
埠
備
を
し
て
お
㌔
ま

し
よ
p
つ
．

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

　
毎
年
二
月
は
飲
酒
逓
転
の
絶
滅
月
間

と
し
て
取
締
う
を
強
化
し
、
検
挙
き
れ

た
人
は
新
聞
に
載
せ
る
二
と
に
な
〔
・
て

h
ま
す
　
飲
酒
運
転
は
大
事
故
こ
つ
な

か
る
こ
と
を
ト
分
知
一
．
て
h
な
が
ら
違

k
を
す
る
人
か
か
な
つ
い
ま
す
　
「
飲

ん
’
、
乗
る
あ
な
た
ぽ
天
国
、
家
族
ほ
地

獄
」
と
h
う
標
五
…
が
あ
）
ま
す
が
、
人

．
一
と
て
な
く
み
ん
な
て
こ
の
唱
題
を
と

，
あ
デ
、
飲
酒
運
転
の
な
h
町
づ
く
り

を
し
ヌ
う
て
は
あ
）
ま
せ
ん
か

労
せ
い
剤
を
追
放
し
よ
う

　
暴
力
げ
に
麻
桑
は
つ
き
も
の
て
す
か

最
近
は
「
般
人
も
憧
習
者
か
か
㍉
〕
い

る
よ
う
’
、
す
　
死
に
遅
い
込
》
、
」
覚
せ
い

剤
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
．

　
　
　
　
　
（
山
陰
警
祭
官
駐
在
所
）
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お
し
ら
せ

　
　
　
　
．
ミ
葺

　
　
、
．
．

　
　
　
　
　
　
　
7

距
聾

、
蟻

＿＿・し
　　　一　　一一魯

r
I
こ
ミ
、
馳
9
幅
こ
こ
、
l
I
、
こ
ミ
巴
1
、
こ
、
、
l
l
、
ミ
こ
1
幽

家
畜
診
療
に
つ
い
て

　
農
林
課
酒
井
主
査
の
退
職
に
伴
な
う

家
畜
診
療
に
つ
い
て
は
、
日
向
農
業
共

済
組
合
．
の
井
ヒ
獣
医
師
が
四
月
か
ら
常

駐
し
診
療
に
当
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
「
月
ま
で
冨
、
椎
葉
と
本
町
を
「
週

間
交
代
’
、
、
診
療
業
務
を
行
な
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
，

　
な
お
保
険
関
係
は
従
来
ど
お
り
で
何

ら
変
r
・
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

幼
稚
園
児
の
募
集

　
東
郷
、
坪
谷
両
幼
稚
園
の
園
児
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は

町
教
育
委
員
会
事
務
局
に
申
込
ん
で
く

た
、
さ
し

▽
入
園
資
格
　
町
内
の
通
園
可
能
な
地

区
に
居
住
す
る
満
4
歳
と
5
歳
の
幼

　
児
（
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児
）
た
だ
し
、
坪
谷
幼
稚
園
は
5

歳
児
の
み
募
集
し
ま
す
．
．

　
　
な
お
、
東
郷
幼
稚
園
の
4
歳
児
に

　
つ
い
て
は
、
定
数
の
関
係
で
出
生
の

早
い
順
に
決
定
し
ま
す
、

▽
入
園
申
込
み
　
申
請
書
が
教
育
委
員

　
会
事
務
局
と
両
幼
稚
園
に
準
備
し
て

　
あ
り
ま
す
．
の
で
、
直
接
ま
た
は
霞
話

　
で
請
求
す
れ
ば
郵
送
し
ま
す
．
、

　
　
電
話
　
二
〇
ご
「
番
内
線
五
〕
番

▽
甲
込
み
締
切
日
　
2
月
2
0
日

▽
入
園
決
定
　
3
月
中
旬
ま
で
に
各
人

　
宛
に
通
知
し
ま
す
．

国
民
年
金

受
給
待
機
者
の
説
明
会

　
国
民
任
・
金
は
六
十
歳
↓
よ
’
、
」
保
険
料
ψ
セ

納
め
六
十
五
歳
か
ら
年
金
が
支
給
き
れ

ま
す
が
、
希
望
で
は
六
十
歳
か
ら
請
求

が
で
5
、
・
ま
す
、

　
六
十
歳
か
ら
請
求
す
る
と
き
、
六
十

五
歳
で
請
求
す
る
と
㍉
、
－
、
あ
な
た
の
年

金
は
い
く
ら
に
な
る
か
．
．
請
求
は
ど
う

ず
れ
ば
よ
い
の
か
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

心
配
き
れ
て
い
る
こ
と
を
県
．
の
職
員
を

招
き
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
会
を
行
な
い

ま
す
の
で
、
待
機
者
は
是
非
出
席
き
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
．

▽
日
時
　
2
月
2
0
日
　
午
後
1
時

▼
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

∵
該
当
者
　
国
民
年
金
被
保
険
者
（
大

　
　
　
　
正
2
年
4
月
2
日
か
ら
大
正

　
　
　
　
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ

　
　
　
　
た
人
）

▽
費
用
　
資
料
代
二
、
ご
一
円

国
民
年
金
保
険
料
の
改
正

　
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
改

正
き
れ
、
こ
れ
ま
で
の
月
二
、
二
C
こ

円
が
二
七
三
◎
円
に
、
付
加
保
険
料
を

　固△
　定一7

　資月

納産の
期税
　　税
角4金

否期

含
む
月
二
六
C
C
円
が
三
「
．
一
契
し
円
に

引
き
⊥
げ
ら
れ
ま
す
．
、
受
給
権
確
保
の

た
め
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
．
．

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
か
ら
年
金

係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
一

保
育
園
児
を
募
集
中

　
鶴
野
内
と
坪
谷
保
育
所
で
現
在
園
児

を
募
集
中
で
す
、

　
定
員
は
両
保
育
所
と
も
三
十
五
人
で

す
、
入
所
を
希
望
す
る
幼
児
の
保
護
者

は
、
役
場
福
祉
係
ま
た
は
両
保
育
所
に

準
備
し
て
あ
る
願
書
用
紙
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
育
所
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
．7

入
所
資
格
　
4
月
1
日
現
在
で
満
3

　
歳
以
上
（
昭
和
5
0
年
4
月
2
日
ま
で

　
に
出
生
）
の
幼
児

▽
願
書
締
切
　
2
月
2
0
日

路
肩
危
険
標
識
杭
の
保
護
を

　
県
で
は
交
通
事
故
防
止
の
「
環
と
し

て
危
険
路
肩
に
標
識
杭
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
最
近
心
な
い
人
に
よ
っ
て
杭

の
横
倒
し
、
夜
間
反
射
テ
ー
プ
の
は
ぎ

取
り
な
ど
が
続
出
し
、
対
策
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
。
人
ご
と
で
な
く
お
互
い
が

気
を
つ
け
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
児
童

・
生
徒
へ
の
指
導
を
行
な
う
な
ど
し
て

標
識
杭
を
保
護
し
ま
し
よ
う
，

一一一 ﾜちのうごき一一一

入口6，751人（一3）

　男3，298人（一2）

女　3，453人　（一1）

世帯数1，758戸（1）

　　53年1月．1日現在

　　（　　〉は対前月比

善
意
の
と
も
し
び

　　　　．一　　　　　一　　〔　．　．　　　　　　　　　r一　、

　
忌
明
寄
付
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
一
．

　
▽
福
瀬
の
川
越
邦
夫
き
ん
か
ら
（
ク

ラ
さ
ん
・
総
歳
ご
死
去
）

　
▽
坪
谷
の
寺
原
に
し
き
ふ
、
・
ん
か
ら
（

繁
美
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

　
▽
羽
坂
の
藤
井
瑞
穂
尋
、
㌔
ん
か
ら
（
繁

美
き
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

　
7
坪
谷
の
矢
野
望
き
ん
か
ら
（
保
生

き
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）

　
▼
小
野
田
の
畝
原
実
義
き
ん
か
ら
（

鶴
見
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

　
歳
末
た
す
け
あ
い
と
し
て

v
．
・
美
々
津
中
三
年
生
「
同
▽
日
向
農
協

東
郷
支
店
職
員
「
同
▽
鶴
野
内
の
佐
藤

「
二
き
ん
▽
東
郷
小
児
童
会
「
。
同
▽
東

郷
中
生
徒
会
「
同
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．

今
月
の
心
配
ご
と

相
　
談
　
日

2
月
2
1
日
（
火
曜
日
）

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

叢
謬
懇
意

12

雌
ﾍ
出
分

出
生
お
め
で
と
う

矢＝く野高田飛黒．金
　　　　　　　　委
野二障尾辺高紹L名

咲・孝鏑衣慰書
　ユ子ミ利恵俊里美み名
　　藤．静一英郁幸．．．父

続誠三　　　　猛の
　　郎信雄朗男．　名

坪仲寺隔福小寺福住
谷一深迫鰭翫迫．繍

縞
嬉
お
め
で
と
う

氏

名
　
　
住
　
所

青
　
山
　
義
　
幸
　
　
日
向
市

金
丸
恵
子
　
福
瀬

富
　
　
　
徳
「
．
郎
　
　
熊
本
市

富
　
吐
　
久
美
子
　
　
坪
　
谷

隔
…
妃
偏

　
　
復

　
　
　
　
俊
卦

海
　
野

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

羽小
　野
坂田

西八
郷重
村原

藤　月［黒　稲　ク、三　吉

井越木田 �c氏
　　　秋
繭ク 纉ｰ下艶
美ラ郎門松七

7988817588螺

坪癌福八坪迫住
　　重　野
谷瀬瀬原谷内所


	健全な青少年の育成を－大人の自覚を促す県条例が施行される
	稲作転換のおねがい
	忘れないで軽自動車の廃車届
	もうすぐ1年生
	出稼ぎ労働者巡回相談
	町誌の頒布について
	東郷病院前歩行者専用道路が完成
	税あれこれ－町県民税の申告
	所得税の確定申告
	所得税確定申告説明会
	マイホームと税金
	ニセ税理士にご注意
	純真な心の目「子供の声を聞く会」特集
	飲酒運転を追放しよう
	覚せい剤を追放しよう

